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北海道看護協会における継続教育の基本方針 

看護を取り巻く社会環境は、慢性疾患の増加、少子高齢化の進行、在宅医療の推進、予防の重視など刻々と変化

し、看護を提供する場や役割も拡大、多様化している。 このような社会背景に対応するべく保健・医療・福祉の構

造改革が進む中、日本看護協会は「いのち・暮らし・尊厳を守り支える看護」を看護の将来ビジョンとして表明し

た。社会環境がいかに変化しようとも人間としての尊厳を維持する普遍的ニーズに応え、人権を尊重することが、

看護には求められている。このような社会情勢、医療環境の変化を踏まえ、看護職は保健・医療・福祉の変化に

柔軟に対応し、自律した専門職として生涯にわたり自己研鑽とキャリア開発に努めなければならない。 

北海道看護協会は継続教育の体系化を図り、道民の健康と福祉の増進に貢献する看護職者のキャリア開発を支援 

するものである。

１） 北海道の地域特性を踏まえ支部と協働すると共に、広域な北海道各地のあらゆる場で働く看護職に研修機会を 

提供し、継続教育の質の向上を図る。 

２） 日本看護協会「看護の将来ビジョン」の達成に向け、看護の質保証を目的として専門性・実践力の向上を図る。 

３） 各職能における必要な能力の指標（看護師のクリニカルラダー等）と連動した継続教育を提供し、キャリア開発を 

支援する。 

４） 保健・医療・福祉のニーズに対応し、社会貢献できる能力の向上を図る。 

＜研修分類＞ 
北海道看護協会における継続教育研修は、研修の目的を踏まえた、次の７つの分類として、提示しています。 

分  類 内  容 

Ⅰ 
地域社会のニーズに応じた看護職の役割 

発揮を支援する研修 

①臨床の課題解決を目的とした研修 

②社会的な役割発揮を意図した研修（重点方針・重点事業関連含む）

③診療報酬算定関連の研修（看護管理者向け研修を除く） 

Ⅱ 教育に関する能力育成を支援する研修 

①自己教育・研究能力育成のための研修 

②施設内教育担当者育成･支援のための研修 

③新人看護職員の教育責任者・担当者育成のための研修 

④実習指導者育成のための研修 

⑤教員の養成・支援のための研修 

Ⅲ ラダーと連動した継続教育 
①保健師の標準的ラダーに対応する研修 

②助産師のクリニカルラダーに対応する研修 

③看護師のクリニカルラダー(日本看護協会版)に対応する研修 

Ⅳ 
チーム医療・ケア及び多職種連携の推進に 

資する研修 

Ⅴ 
看護管理者とこれから看護管理を担う 

人々への看護管理能力向上を支援する研修 

①看護管理能力向上を意図した研修 

（看護管理者向け診療報酬算定関連含む） 

Ⅵ 資格認定教育 ①認定看護管理者教育課程 

Ⅶ 支部における研修 
①支部が担当する研修 

②支部が企画する研修 

③その他、協働する研修 

教   育   理   念 

基   本   方   針 
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＜研修分類Ⅲにおける段階＞ 
「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」の段階設定(日本看護協会参考) 

あらゆる場の全ての看護師に共通する看護実践能力について、＜ニーズをとらえる力＞＜ケアする力＞＜協働 

する力＞＜意思決定を支える力＞の４つの力で構成されています。 「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会 

版）」（ＪＮＡラダー）に基づく研修においては、この指標を用いて、それぞれの看護師が自らの習熟段階と対比

させ、自身が学ぶべき学習内容を含んだ研修を選択できるよう提示しています。 

ＪＮＡラダーでは、各レベルの到達目標（レベル毎の定義）が達成された段階で、そのレベルに到達したと考え 

ます。そのため、レベルⅠの到達目標が達成されるまでの看護師はレベルⅠの前段階、レベルⅠの到達目標を全 
て達成した看護師を「レベルⅠの看護師（レベルⅡ到達を目指す看護師）」と考えます。 

レベル レベル毎の定義

Ⅰ 基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得て看護を実践する 

Ⅱ 標準的な看護計画に基づき自立して看護を実践する 

Ⅲ ケアの受け手に合う個別的な看護を実践する 

Ⅳ 幅広い視野で予測的判断をもち看護を実践する 

Ⅴ より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を選択しＱＯＬを高めるための看護を実践する 
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Ⅰ Ⅱ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

道南南 100 90 4 3 82 40 124 53 496

道南北 7 10 1 0 9 0 22 2 51

小　樽 56 33 0 3 43 15 54 18 222

後　志 24 36 4 0 34 4 27 9 138

札幌第1 131 113 0 10 153 50 154 84 695

札幌第2 224 123 0 2 233 62 177 93 914

札幌第3 276 112 3 6 243 85 271 75 1,071

札幌第4 253 123 5 11 182 76 233 112 995

南空知 58 42 4 1 48 15 52 22 242

北空知 54 24 5 1 84 9 74 30 281

室　蘭 66 40 2 0 54 28 75 24 289

苫小牧 38 37 5 3 46 20 35 18 202

日　高 26 21 1 1 16 7 19 9 100

上川南 90 68 1 5 77 22 151 50 464

上川北 12 10 1 0 6 6 26 6 67

留　萌 3 8 0 0 1 0 12 3 27

稚　内 14 8 3 0 4 4 13 2 48

北　網 42 24 5 1 41 17 54 24 208

遠　紋 9 9 5 0 5 3 9 2 42

十　勝 56 52 9 3 50 18 84 26 298

釧　路 72 32 3 0 62 12 78 38 297

根　室 27 14 2 2 23 15 30 6 119

その他 0 0 0 0 0 0 1 1 2

合計 1,638 1,029 63 52 1,496 508 1,775 707 7,268

資
格
認
定
教
育

③
看
護
師

協会担当研修における支部別受講状況
　　（単位：人）
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令
和

4

年
度
支
部
会
員
数

道南南支部 496 14.63 50 1.47 18 0.53 3,390

道南北支部 51 23.83 21 9.81 4 1.87 214

小樽支部 222 18.44 36 2.99 6 0.50 1,204

後志支部 138 33.09 31 7.43 14 3.36 417

札幌第1支部 695 16.72 66 1.59 5 0.12 4,157

札幌第2支部 914 18.84 49 1.01 4 0.08 4,851

札幌第3支部 1,071 17.27 72 1.16 18 0.29 6,201

札幌第4支部 995 19.50 71 1.39 28 0.55 5,103

南空知支部 242 20.70 21 1.80 0 0.00 1,169

北空知支部 281 21.75 15 1.16 1 0.08 1,292

室蘭支部 289 14.17 86 4.22 17 0.83 2,039

苫小牧支部 202 13.43 38 2.53 2 0.13 1,504

日高支部 100 28.99 16 4.64 35 10.14 345

上川南支部 464 12.06 42 1.09 2 0.05 3,848

上川北支部 67 11.96 17 3.04 0 0.00 560

留萌支部 27 10.80 15 6.00 0 0.00 250

稚内支部 48 11.40 9 2.14 0 0.00 421

北網支部 208 15.24 15 1.10 26 1.90 1,365

遠紋支部 42 12.50 16 4.76 0 0.00 336

十勝支部 298 13.20 21 0.93 0 0.00 2,257

釧路支部 297 14.87 65 3.25 0 0.00 1,997

根室支部 119 35.95 38 11.48 1 0.30 331

その他（移動・不明など） 2 0.00 0 0.00 0 0.00 0

合　計 7,268 16.8% 810 1.9% 181 0.4% 43,251

支部企画
研修会

協会担当研修・支部担当研修・支部企画研修における支部別受講状況

支
部
別
受
講
者
数

支
部
別
受
講
率

（
%

）

支
部
別
受
講
者
数

支
部
別
受
講
率

（
%

）

支
部
別
受
講
者
数

支
部
別
受
講
率

（
%

）

※支部別受講率：支部別受講者数/支部会員数(%)

協会担当
研修会

支部担当
研修会
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Ⅰ北海道看護協会教育研修
１　開催内容、応募・受講状況

応募者 応募率

受講者 受講率

Ⅰ　地域社会のニーズに応じys看護職の役割発揮を支援する研修

1 5/21 1 100
51
----
50

51
----
50

･在宅･療養施設に
勤務している者
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

在宅･療養施設
において実践で
きる感染管理の
基礎知識と､具体
的な感染管理方
法を学ぶ｡

・在宅･療養施設における感染
管理の基本
・在宅･療養施設におけるｱｳﾄ
ﾌﾞﾚｲｸ対策(新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対
策を含む)

村中 奈生美
居宅介護支援事業所
えみな
感染管理認定看護師

2 5/27 1 200
181
----
172

91
----
86

･病院(診療所を含
む)に勤務しており､
自施設もしくは部署
で感染管理に関す
る役割を担っている
者
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

現場で実践でき
る感染管理の基
礎知識を学び､
現場の感染管理
に活用することが
できる｡

・感染管理組織と感染症法
・感染管理の基礎知識
・感染管理の実際

萩野 貴志
NTT東日本札幌病院
感染管理認定看護師

3 7/15 1 250
246
----
234

98
----
94

･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護実践におけ
る倫理の重要性
を学ぶ｡

・看護職における倫理につい
て考える
・倫理的判断の視点を考える
(情報交換含む)

手島 恵
千葉大学大学院

4 9/28 1 100
124
----
119

124
----
119

･保健師･助産師･看
護師･准看護師

｢死にたい｣と思う
ほどの対象者の
心身の変化に合
わせたｹｱを学
ぶ｡

・対象者の｢死にたい｣との思い
に至る過程とそのｱｾｽﾒﾝﾄ
・｢死にたい｣という人へのｹｱの
方法（演習含む）

村本 好孝
株式会社ここから
精神科認定看護師

・認知症の現状や病態 菅原 康文
手稲病院

・地域における認知症ｹｱの実
際
・社会資源の活用

土居 史代
愛全会高齢者総合福
祉施設ｱﾋﾞﾀｰﾚ
認知症看護認定看護
師

・認知症ｹｱに求められているこ
と
・認知症の人の入院中の対応
の基本
・院内外での多職種連携の意
義

伊古田 俊夫
勤医協中央病院

・入院している認知症患者のｱ
ｾｽﾒﾝﾄと対応

染谷 美紀
市立札幌病院
認知症看護認定看護
師

・災害医療の基礎知識 小井戸 雄一
国立病院機構本部
DMAT事務局

・災害時に求められる看護支
援活動

石井 美恵子
国際医療福祉大学大
学院

・災害時の感染対策 残間 由美子
坂総合病院

・災害時の心理変化とこころの
ｹｱ

河嶌 譲
国立病院機構本部
DMAT事務局

・看護協会の災害時看護支援
活動

鎌田 久美子
日本看護協会

・災害時の多職種の役割と連
携

久保田 美枝子
人吉市役所

・災害支援ﾅｰｽとしての活動の
実際①

清末 定美
大牟田天領病院

・災害支援ﾅｰｽとしての活動の
実際②

松野 ひとみ
済生会熊本病院

・災害支援ﾅｰｽとしての活動の
実際③

大場 好子
すずかけヘルスケアホ
スピタル

7

【Web（Zoom活用）研修】
<JNA収録DVD研修> 災害支
援ﾅｰｽの第一歩～災害看護
の基本的知識～

2

(1)認知症の人や
家族を支えるた
めに必要な知識
や認知症ｹｱの原
則､医療と介護の
連携の重要性な
どの知識につい
て修得する｡
(2)認知症の疑い
のある人を早期
に気づき､地域に
おける認知症の
人への支援体制
構築の担い手と
なる｡

100
106
----
102

106
----
102

･病院で勤務する医
師､看護師､薬剤師､
理学療法士､作業療
法士､相談職､介護
職等の医療従事者
※応募者多数の場
合は､1施設2名まで
とし､人数調整する

認知症の人や家
族を支えるため
に必要な基本的
知識や医療と介
護の連携の重要
性､認知症ｹｱの
具体的な対応方
法を習得する｡

80
75
----
68

94
----
85

･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護専門職の災
害時支援者とし
て必要な基礎知
識を習得し､災害
支援ﾅｰｽとして
の役割や活動の
実際を理解する｡

80
77
----
74

96
----
93

68
----
63

･診療所､訪問看護ｽ
ﾃｰｼｮﾝ及び介護事
業所等に勤務する
看護師､准看護師､
歯科衛生士などの
医療従事者
※応募者多数の場
合は､1施設2名まで
とし､人数調整する

【Web（Zoom活用）研修】
現場で活かせる感染管理<在宅･療養
施設>

【Web（Zoom活用）研修】
現場で活かせる感染管理<病院(診療
所を含む)>

【Web（Zoom活用）研修】
看護倫理-看護で大切なことはなにか
-

【Web（Zoom活用）研修】
｢死にたい｣と言われたときに-対象者
のｱｾｽﾒﾝﾄとｹｱ-

【Web（Zoom活用）】
(北海道委託) 病院勤務の医療従事
者向け 認知症対応力向上

6 11/10 1

【Web（Zoom活用）研修】
(北海道委託) 診療所･訪問看護ｽﾃｰ
ｼｮﾝ･介護事業所等の看護師等向け､
認知症対応力向上

※応募率：応募者数/定員(%)、受講率：受講者数/定員(%)　　　　※小数点以下四捨五入

No.
開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

①臨床の課題解決を目的とした研修

②社会的な役割発揮を意図した研修（重点方針・重点事業関連含む）

5 10/13 1 100
68
----
63

8

第1回

第2回
7/27
¦
7/28

2

7/25
¦
7/26
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応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・北海道看護協会における災
害時看護支援活動
・災害支援ﾅｰｽ派遣の概要

田中 かおり
北海道看護協会

・災害支援ﾅｰｽの活動と実際
(個人ﾜｰｸ及びｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸによ
る机上ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ)

今野 美幸
北海道社会事業協会
函館病院

・災害支援ﾅｰｽの活動と実際
(個人ﾜｰｸ及びｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸによ
る机上ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ)

山口 理恵
砂川市立病院附属看
護専門学校

・災害支援ﾅｰｽ登録ｵﾘｴﾝﾃｰ
ｼｮﾝ

北海道看護協会
事業部事業課

・訪問看護とは 土井 正子
北海道総合在宅ｹｱ事
業団

・訪問看護の実際 ①疾患（認
知症･ﾀｰﾐﾅﾙ)

伊志嶺 志津子
札幌手稲訪問看護ｽ
ﾃｰｼｮﾝ

・訪問看護の実際②(日常生活
援助･医療的ｹｱ)

石井 美智代
札幌厚別訪問看護ｽ
ﾃｰｼｮﾝ

・在宅療養生活の支援
・見学実習のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
・全体会

乘松 奈穂美
北海道総合在宅ｹｱ事
業団

・札幌市行政説明 札幌市

・ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄと呼吸管理の
実際

池田 ひろみ
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ春
の詩
訪問看護認定看護師

12 第1回
10/11
¦

10/12

33
----
29

83
----
73

13 第2回
10/25
¦

10/26

26
----
24

65
----
60

40

･下記の4つの要件
を満たすもの
(1)保健師、助産師、
看護師、准看護師の
いずれかの資格を
有する者
(2)訪問看護の知識・
技術を向上させたい
と考えてぃる者
(3)訪問看護経験3年
未満の者
(4)札幌市に居住し
ている者
※定員を超えた場合
は､訪問看護に従事
している者を優先し､
先着順で選考する

11
8/3
¦
8/4

2
56
----
53

140
----
133

【Web（Zoom活用）＋集合研修】
<札幌市委託>訪問看護ｽｷﾙｱｯﾌﾟ(呼
吸管理と看護､ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ)研修

2 40

11/8
¦
11/9

1.5 80
70
----
62

9
【集合研修】
災害看護Ⅱ(災害支援ﾅｰｽ養成)

佐藤 明子
北海道医療大学 訪問
看護ｽﾃｰｼｮﾝ
皮膚排泄ケア認定看
護師

41
----
27

137
----
90

･下記の3つの要件
すべて満たす方
(1)保健師、助産師、
看護師、准看護師の
いずれかの資格を
有する者
(2)訪問看護師として
就労していない者
(3)札幌市に居住し
ている者
※応募者多数の場
合は看護協会で選
考する

訪問看護に必要
な基本的知識を
学び､訪問看護
においてどのよう
なｹｱが提供され
ているか理解す
る｡

10
【集合研修】
<札幌市委託>訪問看護入門

8/29
¦
8/30

2 30

・ｽｷﾝｹｱの基本
・褥瘡の予防とｹｱ（講義・演
習）
・ｽﾄﾏｹｱ
・ﾌｯﾄｹｱの基本（講義・演習）

訪問看護に必要
な基本的知識と
技術を学ぶ｡

【集合研修】
<札幌市委託>訪問看護ｽｷﾙ
ｱｯﾌﾟ(ｽｷﾝｹｱ､ｽﾄﾏｹｱ､ﾌｯﾄｹ
ｱ)研修

･下記の4つの要件
を満たすもの
(1)保健師、助産師、
看護師、准看護師の
いずれかの資格を
有する者
(2)訪問看護師の知
識・技術を向上させ
たいと考えている者
(3)訪問看護経験3年
未満の者
(4)札幌市に居住し
ている者
※定員を超えた場合
は､訪問看護に従事
している者を優先し､
先着順で選考する

訪問看護に必要
な基本的知識と
技術を学ぶ｡

(1) 日本看護協会研
修「＜JNA収録DVD
研修＞災害支援ﾅｰ
ｽの第一歩～災害看
護の基本的知識～｣
（開催年度：令和2・
3・4年度のいずれ
か）を全日程修了し
た者
(2) 会員かつ実務経
験5年以上の保健
師･助産師･看護師･
准看護師
(3) 全日程受講でき
る者
(4) 災害支援ﾅｰｽ登
録が可能な者
※全日程･全ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑを受講した者に修
了証を発行します｡
遅刻･早退は認めな
い｡

(1)看護専門職の
災害時支援者と
して､被災地や被
災者にとって有
効に機能できる
能力を習得する｡
(2)災害支援ﾅｰｽ
として､他者との
協働､自律的な
活動の重要性が
認識できる｡
(3)北海道看護協
会災害支援ﾅｰｽ
に登録する者を
養成する｡

88
----
78

6



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・講義1｢糖尿病患者の足病変
～病態生理から治療まで｣

宮本 義博
市立旭川病院

・講義2｢糖尿病患者の療養を
支えるﾌｯﾄｹｱ｣
・講義3｢糖尿病患者のﾌｯﾄｹｱ
のためのｱｾｽﾒﾝﾄ①｣

佐藤 仁美
北海道大学病院
糖尿病看護認定看護
師

・講義4｢糖尿病重症化予防に
おけるﾌｯﾄｹｱの評価と今後の
課題」

数間 恵子
元東京大学大学院

・講義5｢糖尿病患者のﾌｯﾄｹｱ
のためのｱｾｽﾒﾝﾄ②｣(集合研
修)
・演習1｢糖尿病患者のﾌｯﾄｹｱ
のためのｱｾｽﾒﾝﾄ｣

成田 麻見佳
市立札幌病院
糖尿病看護認定看護
師

・講義6｢ﾌｯﾄｹｱの実際～予防
のためのｾﾙﾌｹｱ支援｣
・演習2｢ﾌｯﾄｹｱの実際～予防
のためのｾﾙﾌｹｱ支援｣

増田 千絵
市立旭川病院
糖尿病看護認定看護
師

・演習3｢事例分析と評価①｣
・演習4 ｢事例分析と評価②ｰｱ
ｾｽﾒﾝﾄと問題点の抽出｣
・演習5｢事例分析と評価③ｰｹ
ｱ計画立案｣
・演習6｢まとめ:今後の糖尿病
重症化予防(ﾌｯﾄｹｱ)の活動に
向けて｣

古澤 亜矢子
旭川医科大学病院
糖尿病看護認定看護
師

16 第1回
8/16
¦
8/17

317
----
91

396
----
114

・認知症高齢者に関する医療
の現状と国の取組み
・認知症に関連する疾患と病
態・治療

小川 朝生
国立がん研究ｾﾝﾀｰ
先端医療開発ｾﾝﾀｰ

・組織で取り組む認知症高齢
者ｹｱ

長坂 奎英
ｷｯｺｰﾏﾝ総合病院

・認知症高齢者の看護に必要
なｱｾｽﾒﾝﾄ
・認知症高齢者に必要なコミュ
ニケーションと援助技術

花房 由美子
神戸市立医療ｾﾝﾀｰ
中央市民病院

18 第3回
8/22
¦
8/23

102
----
93

128
----
116

・認知用高齢者ｹｱにおける多
職種・看看連携のあり方
・多職種・看看連携による認知
症高齢者ｹｱの進め方
・認知症高齢者に適した療養
環境と調整方法

鶴屋 邦江
新生病院

19 第4回
9/20
¦
9/21

100
102
----
99

102
----
99

・認知症高齢者に特有な倫理
的課題
・認知症高齢者の意思決定支
援

高梨 早苗
老人看護専門看護師

・精神保健福祉の現状と動向
・保険･医療ｻｰﾋﾞｽ提供ｼｽﾃﾑ
・精神科訪問看護の基本

守村 洋
札幌市立大学

・精神疾患の理解
・精神疾患における薬物療法

辻脇 邦彦
東都大学

・精神科訪問看護の制度･報
酬の活用
・精神科訪問看護の実際
・事例検討(演習)

谷藤 伸恵
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝや
まのて
精神看護専門看護師

21 第2回

8/25
¦
8/27
・
9/4

Ⅱ　教育に関する能力育成を支援する研修

22 4/20 1 150
95
----
92

63
----
61

･これから看護研究
に取り組む者
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護研究の意義
を理解し､看護研
究を始めるのに
必要な基礎知識
を学ぶ｡

・看護研究への取り組み
・文献検索の実際
・研究ﾃﾞｻﾞｲﾝと種類
・看護研究における倫理的配
慮の必要性
・研究ﾃｰﾏの絞り込み

佐藤 三穂
北海道大学大学院

23 4/27 1 150
105
----
103

70
----
69

･看護研究に取り組
んだことがあること
(初心者～研究経験
の浅い者)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護研究の意義
を理解し､日常の
看護実践におけ
る問題や疑問を
看護研究につな
げるﾌﾟﾛｾｽを学
ぶ｡

・看護研究への取り組み
・看護研究ﾃｰﾏの絞り込み
・看護研究ﾃﾞｻﾞｲﾝと種類
・文献の活用とｸﾘﾃｨｰｸ
・看護研究計画書の作成

佐藤 三穂
北海道大学大学院

【Web（Zoom活用）研修】
<看護研究ｼﾘｰｽﾞ2> さぁ!はじめよう看
護研究 ‐研究計画書のつくり方‐

50

・ 訪問看護･精神科
訪問看護に従事す
る保健師･看護師･
准看護師･作業療法
士
・ 全日程(4日間)受
講できる者

精神科訪問看護
に関する知識･技
術を習得する｡

中　止

【Web（Zoom活用）研修】
<看護研究ｼﾘｰｽﾞ1> さぁ!はじめよう看
護研究 ‐看護研究を始める前に-

80

･看護師(認知症ｹｱ
加算2および3の施
設基準に準ずる)

(1)認知症高齢者
における国の施
策や医療の現状
を理解することが
できる｡
(2)入院中の認知
症高齢者を適切
にｹｱするための
基本的な知識を
理解することがで
きる｡

20
【Web（Zoom活用）＋集合研
修】
<社会保険診療報酬算定要
件研修> 精神科訪問看護基
本療養指導に係る研修

第1回

8/25
¦
8/27
・
9/3

33
----
31

66
----
62

4

(1)所属施設が糖尿
病合併症管理料を
算定するための要件
のうち､本研修会を
受講すること以外の
要件が整っている施
設であること
(2)糖尿病足病変患
者の看護に従事した
経験を5年以上有し､
研修終了後､その業
務に携わる予定の看
護師であること
(3)全日程(3日間)受
講できること
(4)所属長の推薦が
あること

糖尿病患者への
ﾌｯﾄｹｱの意義を
理解し､評価方法
と実践の技術を
身につける｡

17 第2回
8/18
¦
8/19

102
----
97

128
----
121【Web（Zoom活用）＋集合研

修】
<JNA収録DVD研修><社会
保険診療報酬算定要件研修
>認知症高齢者の看護実践
に必要な知識

2

3

15

【Web（Zoom活用）＋集合研
修】
<社会保険診療報酬算定要
件研修> 糖尿病重症化予防
(ﾌｯﾄｹｱ)研修

14

③診療報酬算定関連の研修（看護管理者向け研修除く）

①自己教育・研究能力育成のための研修

40

6/7
・
6/23
¦
6/24

第1回
48
----
44

120
----
110

第2回

6/7
・
6/30
¦
7/1

42
----
41

105
----
103

7



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

24
6/1
¦
6/2

2 100
63
----
58

63
----
58

･｢<看護研究ｼﾘｰｽﾞ
1>さぁ!はじめよう看
護研究-看護研究を
始める前に-｣研修会
を受講､またはそれ
相当の知識を有する
者
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護研究におけ
る統計の概念を
理解し、よく使用
される検定方法
を使ってﾃﾞｰﾀを
分析する知識を
学ぶ。

・統計学の基本概念
・研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ
・ﾃﾞｰﾀ収集方法と整理方法
・調査票の作成
・統計量の計算
・ﾃﾞｰﾀ分析
・相関関係
・検定と推定

塩飽 仁
東北大学

25 8/5 1 50
60
----
54

120
----
108

･＜看護研究ｼﾘｰｽﾞ1
＞｢さぁ!はじめよう看
護研究-看護研究を
始める前に-｣研修
会､＜看護研究ｼﾘｰ
ｽﾞ2＞｢さぁ!はじめよ
う看護研究-研究計
画書のつくり方-｣研
修会を受講､または
それ相当の知識を
有する者
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護研究におけ
る質的研究の基
礎知識を学び､
研究能力を高め
る｡

・質的研究の基礎知識
・質的研究のｱﾌﾟﾛｰﾁ法
・質的研究ﾌﾟﾛｾｽ
・ﾃﾞｰﾀｰ分析演習
・質的研究における倫理的配
慮
・質的ﾃﾞｰﾀを用いた論文のまと
め方

平 典子
北海道医療大学

26 9/1 1 150
70
----
68

47
----
45

･看護研究に取り組
んだことがあり､現
在､具体的な研究ﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ･研究計画･ﾃﾞｰ
ﾀ資料等を保有して
いる者
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

看護研究成果を
効果的に伝えら
れるために､研究
結果のまとめ方､
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ方
法について学ぶ｡

・研究発表とは
・研究論文･抄録の作成
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとは

宮田 久美子
北海道科学大学

27 9/2 1 80
77
----
70

96
----
88

･看護研究の指導的
立場にあり､実際に
看護研究を行った経
験がある者
･保健師･助産師･看
護師

(1)臨床で取り組
む看護研究の指
導の知識と技術
を習得する｡
(2)ｸﾘﾃｨｰｸを手
順に従って実践
する｡

・ｸﾘﾃｨｰｸについて
・演習:質的研究のｸﾘﾃｨｰｸ
・演習:量的研究のｸﾘﾃｨｰｸ

浅利 剛史
札幌医科大学

28

6/29
¦
6/30
・
11/14

3 60
47
----
41

78
----
68

･中小規模病院､高
齢者介護施設､訪問
看護ｽﾃｰｼｮﾝで勤務
し､JNAﾗﾀﾞｰを活用し
て所属施設のｷｬﾘｱﾗ
ﾀﾞｰの見直し､また
は､JNAﾗﾀﾞｰを活用
したｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰを導
入する予定の看護
師長または教育担
当者
･各施設2～3名まで
・全日程参加できる
者

JNAﾗﾀﾞｰを理解
し､自施設内の教
育や研修の企
画･運営へ活用
することができる｡

・JNAﾗﾀﾞｰ開発の目的
・JNAﾗﾀﾞｰを活用した自施設の
ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰを考える
・JNAﾗﾀﾞｰを活用した自施設の
ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰの作成について
(演習)
・JNAﾗﾀﾞｰを活用した自施設の
ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰの報告について
(演習を含む)
・JNAﾗﾀﾞｰを活用した自施設の
教育と評価を学ぶ

宇都宮 明美
関西医科大学
急性・重症患者看護
専門看護師

29 12/5 1 50
28
----
15

56
----
30

・2018(H30)年以降
開催(2022年(R4)を
含む)の｢看護師のｸﾘ
ﾆｶﾙﾗﾀﾞｰ(JNAﾗﾀﾞｰ)
を活用した施設内教
育～自施設のｸﾘﾆｶ
ﾙﾗﾀﾞｰを考える～｣
研修会の修了者

ﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙ達成を
めざしたｸﾘﾆｶﾙﾗ
ﾀﾞｰと連動した教
育計画と評価が
できる｡

・看護師のｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰ(JNA版)
を活用した自施設内の教育の
考え方
・ﾗﾀﾞｰを活用した教育の評価
・自施設のﾗﾀﾞｰを活用した教
育計画と評価（演習）

宇都宮 明美
関西医科大学
急性・重症患者看護
専門看護師

・効果的なｵﾝﾗｲﾝ研修とする
ために

杉浦 真由美
北海道大学ｵｰﾌﾟﾝｴ
ﾃﾞｭｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

・看護の動向
・教育委員に期待する役割

上田 順子
北海道看護協会

・北海道看護協会における継
続教育の基本方針について

山本 純子
北海道看護協会

・北海道看護協会支部運営 経
理

田村 治子
北海道看護協会

・北海道看護協会支部教育研
修事業活動の実際と課題
・全体会

村田 香織
北海道看護協会

【Web（Zoom活用研修）】
<看護研究ｼﾘｰｽﾞ3>看護研究に使え
る統計学

【Web（Zoom活用)研修】
<看護研究ｼﾘｰｽﾞ4> 質的研究の基礎
知識を学ぶ

②施設内教育担当者育成・支援のための研修

【Web（Zoom活用)研修】
<看護研究ｼﾘｰｽﾞ5> 看護研究のまと
め方とﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

【Web（Zoom活用)研修】
<看護研究ｼﾘｰｽﾞ指導者編>指導者の
ための看護研究-研究をｸﾘﾃｨｰｸして
みよう-

【Web（Zoom活用)研修】
JNAﾗﾀﾞｰを活用した施設内教育～自
施設のｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰを考える～

【Web（Zoom活用)研修】
JNAﾗﾀﾞｰを活用した施設内教育～教
育計画と評価～

30
【Web（Zoom活用)研修】
<本会･支部教育委員向け研修> 継
続教育担当者のための企画運営

6/9
¦
6/10

1.5 60
52
----
51

87
----
85

･北海道看護協会
教育委員
･北海道看護協会
支部教育委員
各支部2名(支部間
の意見交換をするた
め､1名は昨年度も支
部教育委員の役割
を担う者)
支部教育委員長又
は支部推薦者

北海道看護協会
および各支部に
おける教育委員
の役割について
理解し､具体的な
研修の企画･運
営･実施及び評
価方法について
学ぶ｡

8



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・新人看護職員研修ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
の理解と活用方法

熊谷 雅美
済生会横浜市東部病
院

・効果的な教育研修をﾃﾞｻﾞｲﾝ
する
・新人看護職員研修の企画と
評価

小陽 美紀
済生会横浜市東部病
院

32 第1回
11/29
¦
12/2

3.5 100
94
----
93

94
----
93

33 第2回
12/6
¦
12/9

3.5 100
96
----
94

96
----
94

Ⅲ　ラダーと連動した継続教育

・保健師としての専門性とｷｬﾘｱ
発達
・新任教育･現任教育における
中堅期保健師の役割

近藤 明代
札幌保健医療大学

・保健師としての専門性とｷｬﾘｱ
発達

六田 一典
胆振総合振興局保健
環境部 保健行政室

・保健師としての専門性とｷｬﾘｱ
発達

梅坪 光
八雲町

・保健師としての専門性とｷｬﾘｱ
発達

山田 綾子
苫小牧市

・新任教育･現任教育における
中堅期保健師の役割

佐々木 美奈
後志総合振興局保健
環境部岩内地域保健
室

・公衆衛生看護を基盤とした
ﾃｰﾏ別専門能力について
・中堅期保健師としての専門能
力の強化

二木 直美
函館市

・公衆衛生看護を基盤とした
ﾃｰﾏ別専門能力について
・中堅期保健師としての専門能
力の強化

田村 周子
空知総合振興局保健
環境部滝川地域保健
室

・在宅医療・介護連携を通した
地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ構築の実際
と求められる保健師の専門能
力
・中堅期保健師としての専門能
力の強化

齋藤 友美子
ｵﾎｰﾂｸ総合振興局保
健環境部紋別地域保
健室

・今､なぜ事例検討なのか-人
材育成の観点から-

塩川 幸子
旭川医科大学

・事例提供 青木 ゆきの
佐呂間町

・統括保健師の役割や機能 中板 育美
武蔵野大学

・統括保健師としての活動紹介 山田 薫
今金町

・統括保健師としての活動紹介 竹林 千佳
空知総合振興局保健
環境部 保健行政室

・自治体保健師の経験学習ﾌﾟﾛ
ｾｽとﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

松尾 睦
北海道大学大学院

・実践の評価 米澤 洋美
福井大学

・統括保健師の実践活動のﾎﾟｲ
ﾝﾄ～実践知を形式知へ～

近藤 明代
札幌保健医療大学

自治体に働く中
堅期保健師が､
保健活動を推進
する上で中堅期
保健師に求めら
れている能力と
役割について認
識し､必要な知
識･技術を学び､
実践することがで
きる｡

35
【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 統括保健師の人材育
成

8/26
¦
8/27
・
R5
1/21

3 20
11
----
9

55
----
45

･市町村･保健所の
保健師で
(1)自治体保健師の
標準的なｷｬﾘｱﾗﾀﾞｰ
のｷｬﾘｱﾚﾍﾞﾙA4(次
期統括保健師)～
A5(統括保健師)を目
指す者
(2)全日程(事前課
題､Web研修､成果
物の提出)までの一
連を実施できる者

市町村･保健所
において様々な
部署に配置され
ている保健師を
専門的側面から
組織的横断的に
調整･支援し､地
域全体の健康水
準の向上を図る
ことのできる環
境･体制を整える
ための能力を強
化する｡

34

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 中堅期保健師の人材
育成研修-中堅期保健師に求められ
る能力-

7/7
¦
7/9

3 40
33
----
32

83
----
80

･自治体保健師の標
準的なｷｬﾘｱﾗﾀﾞｰの
ｷｬﾘｱﾚﾍﾞﾙA2以上の
保健師

③新人看護職員の教育責任者・担当者育成のための研修

①保健師の標準的ラダーに対応する研修

次の2点を実施して
いる研修責任者･教
育担当者または今
後その役割を予定
する者
(1)施設(部署)の新
人看護職員研修の
企画､運営を中心と
なって担当する者
(2)実地指導者への
助言および指導を行
い､新人看護職員へ
の指導評価も行う者

31
【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 新人看護職員研修-研
修責任者･教育担当者-

11/5
¦
11/7

3 100
107
----
101

107
----
101

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに示さ
れている新人看
護職員研修の実
施に必要な能力
を習得し､施設
(部署)における
適切な研修実施
体制を整える役
割を担える｡

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 新人看護職員
研修‐実地指導者‐

・新人看護職員研修ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
の理解と活用方法
・新人看護師の理解と実践（演
習を含む）
・新人看護師支援の実際と評
価（演習を含む）
・新人看護師および実地指導
者のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽの支援（演習を
含む）

･実地指導者(新人
看護師の指導に関
わる者)
･保健師･助産師･看
護師

北浦 暁子
西武文理大学

新人看護師の特
性を理解し､支援
体制と支援方法
を学ぶ｡

9



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・個別事例から地域課題につ
なげる複雑かつ多重課題を支
援する事例検討とは
・複雑かつ多重課題解決にむ
けた事例検討会(ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲ
ｻﾞｰ)

吉岡 京子
東京大学大学

・複雑･多重課題事例を通して
保健師を育成する､地域の課
題を把握する(実践報告)

下牧 円
空知総合振興局保健
環境部 保健行政室

・複雑かつ多重課題解決にむ
けた事例検討(事例発表)

澤 淳子
上川総合振興局保健
環境部富良野地域保
健室

・今､助産師に求められる役割
と機能とは
・妊娠期のﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
・分娩期･産褥期のﾌｨｼﾞｶﾙｱｾ
ｽﾒﾝﾄ

高室 典子
助産院 ｴ･ｸ･ﾎﾞ

・新生児のﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ 内田 幸代
市立札幌病院

・臨床薬理(妊娠と薬) 馬詰 武
北海道大学病院

・分娩期の胎児心拍数陣痛図
(CTG)

石岡 伸一
札幌医科大学

39 5/17 1 200
93
----
90

47
----
45

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

ｹｱの受け手とな
る､認知症対象者
の理解を深め､看
護実践のための
具体的方法を学
ぶ｡

・高齢者の特徴
・認知症患者の特徴
・せん妄について
・高齢者の特徴を踏まえたｹｱ
の視点
・認知症患者の家族へのｹｱ
・認知症の人を捉える視点と関
わりのあり方
・病院･施設･在宅での取り組
み

福田 智子
砂川市立病院
老人看護専門看護師

40 6/14 1 100
106
----
104

106
----
104

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅢ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅡの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅢ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師

排泄障害の理解
を深め､QOL向
上の視点から排
泄ｹｱの実際を学
ぶ｡

・排尿･排便障害のｱｾｽﾒﾝﾄとｹ
ｱ
・排泄に関するｹｱの実際

立崎 恵美子
北海道泌尿器科記念
病院
皮膚・排泄ｹｱ認定看
護師

・退院支援の基礎知識
・看護師が行う退院支援と､多
職種連携について

長田 千穂
市立札幌病院

・多職種が連携して行う退院支
援の実際と看護師の役割

相澤 友子
市立札幌病院

③看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）に対応する研修

26
----
22

65
----
55

･自治体に勤務する
保健師で
(1)複雑かつ多重課
題事例の事例検討
会を企画･運営する
管理期の保健師
(2)複雑かつ多重課
題事例を実際受け
持ち支援を実践して
いるｷｬﾘｱA3以上の
保健師

複雑かつ多重課
題事例の事例検
討を通し､自己課
題､今後の取り組
みについて考え
る｡

37

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 集まれ!!新人助産師さ
ん-日ごろの疑問を解決しよう-(妊娠
期から新生児期まで

7/20
¦
7/21

2 30
41
----
40

137
----
133

･新人助産師 周産期における
基本的知識につ
いて学び､新人
助産師の質の向
上および医療安
全の確保を図る｡

②助産師のクリニカルラダーに対応する研修

36

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 複雑かつ多重課題事
例を紐解く～事例検討会を通して自
分の力量を振り返る～

9/17 1 40

周産期看護に求
められる判断能
力および看護実
践能力を向上し
自律してｹｱや指
導の実践をめざ
し､最新の知識と
必要な技術を学
ぶ｡

38

【Web（Zoom活用)研修】
<CLoCMiP ﾚﾍﾞﾙⅢ認証申請のため
の必須研修>周産期看護の専門性を
高めよう!

10/27 1 50
13
----
12

26
----
24

･助産師(助産師ｸﾘﾆ
ｶﾙﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅢを目
指している者)
･または周産期領域
で勤務している保健
師･看護師

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>認知症ｹｱ-対象者を深く理解するた
めに-

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅢ到達のための研修
>目指せ排泄ｹｱの達人

41
【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>退院支援の基礎知識

6/16 1 200
192
----
190

96
----
95

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

退院支援･調整
に必要な知識を
学ぶ｡

10



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・腫瘍学概論 平山 さおり
KKR札幌医療ｾﾝﾀｰ
がん看護専門看護師

・患者･家族の理解とがん看護
実践における基本的概念

小野 聡子
札幌医科大学附属病
院
がん看護専門看護師

・がん治療と看護①(手術療法
と看護･放射線療法と看護)

石井 奈奈
手稲渓仁会病院
がん看護専門看護師

・がん治療と看護②(薬物療法
と看護)

石岡 明子
北海道大学病院
がん看護専門看護師

・全人的苦痛とｹｱ 松山 茂子
市立札幌病院
がん看護専門看護師

・症状ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 内海 明美
市立釧路総合病院
がん看護専門看護師

・がん患者と家族の意思決定
支援

納谷 さくら
東札幌病院
がん看護専門看護師

・がん患者の生活を支える看
護

青柳 道子
北海道大学大学院

43 7/20 1 200
130
----
127

65
----
64

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師が
ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目指
し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

摂食･嚥下障害ｹ
ｱの基礎知識を
学び､患者の状
態に応じた看護
の実践(ﾆｰｽﾞの
把握､ｱｾｽﾒﾝﾄとｹ
ｱ)に活かす｡

・摂食･嚥下障害ｹｱの目的
・摂食･嚥下ｹｱに必要な基礎
知識
・高齢者や疾病等による摂食･
嚥下機能の変化
・摂食･嚥下､口腔ｹｱに必要な
観察とｱｾｽﾒﾝﾄ
・ｹｱの実際

田之上 恵子
札幌西円山病院
摂食・嚥下障害看護
認定看護師

44 7/22 1 200
76
----
71

38
----
36

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

糖尿病患者を看
護する上で必要
な知識を学び､病
態に合った看護
の実践(ｱｾｽﾒﾝﾄ
と必要な看護介
入)に活かす｡

・糖尿病を知るための基本的
な知識
・糖尿病の看護ｹｱ
・糖尿病患者の支援方法
・糖尿病患者の療養支援の実
際

成田 麻見佳
市立札幌病院
糖尿病看護認定看護
師

45 8/10 1 100
112
----
108

112
----
108

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

心不全患者を看
護する上で必要
な知識を学び､病
態に合った看護
の実践(ｱｾｽﾒﾝﾄ
と必要な看護介
入)に活かす｡

・心臓の解剖生理と役割･機能
・心不全の病態生理①②
・急性心不全の病態と症状に
合わせた看護ｹｱ
・事例検討

葛西 陽子
手稲渓仁会病院
急性・重症患者看護
専門看護師

46 10/28 1 100
133
----
124

133
----
124

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

心不全患者を看
護する上で必要
な知識を学び､病
態に合った看護
の実践(ｱｾｽﾒﾝﾄ
と必要な看護介
入)に活かす｡

・心疾患を知るための基本的
な知識
・慢性心不全の看護ｹｱ
・慢性心不全患者の自己管理
支援の方法
・慢性心不全患者の療養支援
の実際

渡辺 絢子
札幌医科大学附属病
院
慢性心不全看護認定
看護師

・がん薬物療法の理解 三宅 亜矢
北海道大学病院
がん化学療法看護認
定看護師

・がん薬物療法における看護 日下部 緑
北海道大学病院
がん化学療法看護認
定看護師

48 第1回 9/22
134
----
127

134
----
127

49 第2回 9/26
131
----
128

131
----
128

50 10/6 1 200
152
----
150

76
----
75

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

家族看護とは何
か､家族へのｹｱ
の必要性を理解
し､看護実践(ﾆｰ
ｽﾞの把握､ｱｾｽﾒﾝ
ﾄとｹｱ)に活かす｡

・家族の定義と家族理論
・家族看護の目的
・家族ｱｾｽﾒﾝﾄ
・家族援助方法

川村 真澄
JA北海道厚生連札幌
厚生病院
家族支援専門看護師

42
【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>基礎から学ぼうがん看護

7/5
¦
7/6

2 60
85
----
79

142
----
132

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師が
ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目指
し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

(1) がんの成り立
ちと治療の基本
的な知識を習得
し､看護に活かす
ことができる｡
(2) がん患者と家
族の特徴を理解
し､質の高い看護
を提供できる｡

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>摂食･嚥下障害ｹｱの基本を学ぼう

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>看護の視点で考える‐糖尿病の病態
とｹｱ‐

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>看護の視点で考える‐急性心不全の
病態とｹｱ‐

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>看護の視点で考える‐慢性心不全の
病態とｹｱ‐

47

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>最新!! 現場に活かせるがん薬物療
法

7/29 1 200
102
----
97

51
----
49

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師が
ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目指
し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

(1)がん薬物療法
を受ける患者の
病態･治療の理
解を深めｱｾｽﾒﾝ
ﾄ力を高めるととも
に､治療に伴う患
者支援の在り方
を学ぶ｡
(2)がん薬物療法
の実践における
安全管理を学
ぶ｡

1 100

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅢ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅡの看護師
が､ﾚﾍﾞﾙⅢ到達を目
指し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師

ｹｱの受け手に対
する意思決定支
援のﾌﾟﾛｾｽを理
解でき､多職種と
協働し､支援を実
践できる｡

・意思決定支援における看護
師の役割
・事例検討
・ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁ
・非がん患者における終末期
の意思決定支援の実際

三浦 直子
社会福祉法人渓仁会
手稲つむぎの杜
緩和ｹｱ認定看護師
老人看護専門看護師

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅢ到達のた
めの研修>終末期の意思決
定支援における看護師の役
割を学ぶ

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>家族看護 ‐家族の理解を深めよう‐

11



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・がん疼痛の知識
・がん疼痛治療に使用する薬
剤の基礎知識

山口 崇
神戸大学医学部附属
病院

・がん疼痛のｱｾｽﾒﾝﾄ
・がん疼痛を体験している患者
への看護の事例展開

佐藤 明美
札幌医科大学附属病
院
がん看護専門看護師

Ⅳ　チーム医療・ケア及び多職種連携の推進に資する研修

52 第1回 4/27
68
----
66

85
----
83

53 第2回 4/28
67
----
65

84
----
81

54 第3回 5/12
67
----
64

84
----
80

・医療･福祉現場で看護補助
者に求められる姿勢を学ぶ
・看護補助者の業務上の責任

石垣 靖子
北海道医療大学大学
院

・医療ﾁｰﾑの一員として患者･
利用者から信頼される接遇を
学ぶ

石田 香代子
北海道大学病院

56 第1回 10/3
78
----
77

98
----
96

57 第2回 10/4
77
----
71

96
----
89

・医療的ｹｱ児とその家族の支
援に必要な基礎知識①

北澤 直美
厚生労働省社会援護
局障害保健福祉部
医療的ｹｱ児支援専門
官

・医療的ｹｱ児とその家族の支
援に必要な基礎知識②

田村 正徳
埼玉県立医科大学総
合医療センター

・医療的ｹｱ児とその家族を支
援する多職種・多機関連携の
実際

植田 陽子
NurseFight

・在宅移行支援に伴う意思決
定支援

市川 百香里
岐阜県看護協会重症
心身障がい在宅支援
ｾﾝﾀｰみらい
家族支援専門看護師

・医療的ｹｱ児とその家族への
支援①

井本 寛子
日本看護協会

・演習1：同行訪問実習におけ
る情報共有
・演習2：所属施設における在
宅移行支援の再考
・演習3：所属施設における在
宅移行支援の推進

久保 知美
JA北海道厚生連旭川
厚生病院
周産期ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

・実践報告：医療的ｹｱ児とその
家族への支援②

久保 知美
JA北海道厚生連旭川
厚生病院
周産期ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

51

【Web（Zoom活用)研修】
<JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到達のための研修
>最新!! 現場で活かせるがん疼痛ﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ

11/15 1 200
104
----
101

52
----
51

･JNAﾗﾀﾞｰﾚﾍﾞﾙⅡ到
達を目指す看護師
(ﾚﾍﾞﾙⅠの看護師が
ﾚﾍﾞﾙⅡ到達を目指
し受講する研修)
･保健師･助産師･看
護師･准看護師

がん疼痛のﾒｶﾆ
ｽﾞﾑと最新の薬剤
の特徴を理解し
たうえで､看護ｹｱ
を実践することが
できる｡

55
【Web（Zoom活用)研修】
医療ﾁｰﾑの一員として看護補助者の
役割を考えよう

9/13 1 150
175
----
165

117
----
110

･看護補助者､看護
補助者に準じる者
(所属長の推薦があ
るもの)

職業意識を高め､
ﾁｰﾑの一員とし
て患者と向き合う
姿勢を学ぶ｡

【Web（Zoom活用)研修】
今こそﾍﾞﾃﾗﾝﾅｰｽの力を活か
すとき!-自己の強みをより発
揮できるために-

1 80

･保健師･助産師･看
護師･准看護師

(1)ﾁｰﾑ医療の活
性化のため必要
な中堅看護師と
しての役割を確
認する｡
(2)自己を客観的
にとらえ､仕事に
やりがいをもって
取り組めるように
なれるためのｽｷ
ﾙを学ぶ｡

・ﾁｰﾑの中で期待される役割と
は
・組織活動における中堅の役
割
・看護職のｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ
・自己の課題を考えることがで
きる

濱田 安岐子
NPO法人看護職ｷｬﾘｱ
ｻﾎﾟｰﾄ

【Web（Zoom活用)研修】
現場に活かせるﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
～KYTでﾘｽｸ感性を高めよう

1 80

･自部署において医
療安全委員等の役
割を担う者
･保健師･助産師･看
護師

現場で活かせるﾘ
ｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの視
点･あり方の基礎
を学ぶ｡

・医療安全の動向
・ﾁｰﾑ医療の一員としてﾘｽｸ感
性を磨く～日常に潜むﾘｽｸを
予知する

木村 眞子
宮城大学

<JNA収録DVD研修>小児在宅移行
支援指導者育成研修

12/13
¦

12/14
2 20

9
----
8

45
----
40

下記(1) (3)を満た
す者
(1) 総合周産期母子
医療ｾﾝﾀｰまたは地
域周産期母子医療ｾ
ﾝﾀｰの NICU/GCU
等に勤務している､
又は勤務した経験が
ある 5 年目以上の
看護職
(2) 本研修の受講ま
でに､訪問看護ｽﾃｰ
ｼｮﾝの看護師と在宅
療養中の児を訪問
し､その記録(様式 1)
を提出できる者
(3) 受講にあたり､所
属施設の協力およ
び支援が得られる者

医療的ｹｱ児をと
りまく状況をふま
えた上で､所属施
設の現状に応じ
た小児在宅移行
支援を推進でき
る人材を育成す
る｡

58
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応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

Ⅴ　看護管理者とこれから看護管理を担う人々への看護管理能力向上を支援する研修
・医療安全のための職員教育
・安全文化の醸成

木村 眞子
宮城大学

・安全管理体制の構築
・医療安全管理者の役割と業
務
・危険予知訓練の実際
・事例分析の基本的な考え方
・事例分析法   ImSAFERを用
いた演習

黒川 美知代
武蔵野赤十字病院

・医療安全の基礎知識
・看護職の責務と法的責任

長谷川 剛
上尾中央総合病院

・事故発生時の対応の実際
・危機予知訓練の実際
・事例分析の基本的な考え方
・事例分析法(ImSAFERを用い
た演習)

杉山 良子
ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯﾄﾞ株式会
社

・医療安全管理の実際(ﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)
・施設における医療安全管理
の課題の明確化

古藤 幸子
北海道大学病院

・医療安全管理の実際(ﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)

沖島 照子
釧路孝仁会記念病院

・医療安全管理の実際(ﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)

田端 五月
旭川赤十字病院

・医療安全管理の実際(ﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)

佐藤 真由美
中村記念病院

・医療安全管理の実際(ﾊﾟﾈﾙ
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)

石田 美由紀
市立札幌病院

60 第1回 5/8
173
----
163

87
----
82

61 第2回 10/22
126
----
123

63
----
62

62 5/31 1 100
103
----
99

103
----
99

･看護師のｸﾘﾆｶﾙﾗ
ﾀﾞｰ(日本看護協会
版)を活用している施
設または施設内ｷｬﾘ
ｱﾗﾀﾞｰを活用してい
る施設の教育担当
者､看護管理者等

看護師のｸﾘﾆｶﾙ
ﾗﾀﾞｰ(日本看護
協会版)の評価の
意味を理解し､自
施設で評価者を
育成する視点が
理解できる｡

・ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰの基礎知識
・ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰの評価視点
・ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰの評価の進め方
・ｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰの評価者育成の
ために必要な視点を学ぶ

渡邉 眞理
湘南医療大学

63 第1回 6/21
181
----
180

72
----
72

64 第2回 6/28
180
----
176

72
----
70

65 7/2 1 80
185
----
102

231
----
128

･看護管理者または､
看護管理者に準ず
る者
･保健師･助産師･看
護師

外来看護におけ
る在宅療養支援
の必要性を理解
し､ﾆｰｽﾞ把握や
支援体制を考え
る｡

・医療制度とこれからの外来看
護
・在宅医療支援のために求め
られる外来看護師の能力およ
び役割
・在宅療養を継続できる支援
体制
・施設における課題および体
制整備について

永田 智子
慶應義塾大学

・認知症の基本知識① 新野 正明
北海道医療ｾﾝﾀｰ

・認知症の基本知識②
・対応力向上(認知症)

山下 いずみ
江別市立病院
老人看護専門看護師

・対応力向上(地域連携･せん
妄)
・対応力向上(認知証･せん妄)
演習

國生 真希
札幌西円山病院
認知症看護認定看護
師

・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(人材育成)
・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(ｸﾞﾙｰﾌﾟ演習)

高岡 哲子
北海道文教大学

59
【Web（Zoom活用)研修】
医療安全管理者養成

4/14
¦
4/16
・
4/20
¦
4/22

6 60
132
----
104

220
----
173

(1) 所属する医療機
関で医療安全管理
者の任にある者､ま
たは今後医療安全
管理者の任につく予
定の者
(2) 保健師･助産師･
看護師
(3) 全日程(6日間)受
講できる者

医療現場におけ
る安全管理を理
解し､医療の質を
保証する役割を
担う人材を養成
する｡

【Web（Zoom活用)研修】
論理的思考ｰ論理的文書の
作成

1 200

･ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙ･ｾｶﾝﾄﾞ
ﾚﾍﾞﾙ･ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙの
受講を予定している
者(推奨)
･論文作成に興味､
関心がある者
･保健師･助産師･看
護師

論理的な論文の
記載方法につい
て学ぶ｡

・論理的な論文の記載方法 熊川 寿郎
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
研究所

【Web（Zoom活用)研修】
看護師のｸﾘﾆｶﾙﾗﾀﾞｰ(日本看護協会
版)を活用した評価のあり方

【Web（Zoom活用)研修】
看護管理のはじめの一歩

1 250

･副師長･主任および
副主任に準ずる者､
新任師長
･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾗﾀﾞｰⅠを
目指す者

看護管理に必要
な基本的知識を
学び､部署活性
化のためのﾁｰﾑ
ﾘｰﾀﾞｰとしての役
割･働きかけにつ
いて学ぶ｡

・看護管理の基本･概論
・看護管理者に求められている
もの
・現状分析と問題解決

樋口 春美
北海道医療大学

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 外来で始める在宅療養
支援～全世代型地域包括ｹｱ推進に
向けた外来看護師の役割について～

66
79
----
70

132
----
117

71
----
67

118
----
112

･北海道に勤務する
指導的役割の看護
職員(師長及び副師
長･主任の任に就い
ている看護職)

(1)入院から退院
までのﾌﾟﾛｾｽに
沿った必要な基
本知識や､個々
の認知症の特徴
等に対する実践
的な対応力を習
得する｡
(2)同じ医療機関
等の看護職員に
対し認知症ｹｱの
伝達や研修を実
施し､認知症ｹｱ
の適切な実施とﾏ
ﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制を構
築できる｡

67

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託)〈社会保険診療
報酬算定要件研修〉看護管
理者向け-看護職員認知症
対応力向上

第1回

第2回

9/7
¦
9/9

3 60

9/14
¦
9/16

13



応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

・介護保険施設等における看
護管理者の役割
・多職種との連携と協働

羽田 三紀子
有限会社ｺﾐｭﾆﾃｨ

・介護老人保健施設等におけ
る多職種との連携と協働に向
けた取組み(実践報告)

中村 君代
老人保健施設ｱｰﾄﾗｲ
ﾌ恵庭

・介護老人保健施設等におけ
る多職種との連携と協働に向
けた取組み(実践報告)

菊地 春奈
老人保健施設ひだま
りの里

・COVID19感染症拡大下にお
ける助産師基礎教育の現状
・withｺﾛﾅにおける魅力ある職
場作り(助言)

村上 明美
神奈川県立保健福祉
大学

・withｺﾛﾅにおける若手助産師
の課題､継続教育と支援（実践
報告）

上野 直美
函館中央病院

・withｺﾛﾅにおける若手助産師
の課題､継続教育と支援（実践
報告）

平崎 加奈子
JA北海道厚生連帯広
厚生病院

・演習:withｺﾛﾅにおける魅力あ
る職場作り(司会･進行)

小泉 由貴美
北海道看護協会

・医療安全に関する施設外情
報の提供と活用

高階 優子
日本医療安全調査機
構

・医療機関における施設外情
報の活用の実際

森田 幸子
岡山大学病院

・施設外情報活用の具体的な
仕組みづくり

寺井  美峰子
北野病院

71
11/11
¦

11/12
2 30

38
----
36

127
----
120

･訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
に勤務する看護管
理者
･訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
看護管理予定者

地域包括ｹｱの一
翼を担う訪問看
護ｽﾃｰｼｮﾝの管
理者として､事業
運営や職員教育
に必要な知識･ｽ
ｷﾙを習得し管理
実践に活かせる｡

・社会の動向とこれからの訪問
看護
・診療･介護報酬と訪問看護ｽ
ﾃｰｼｮﾝの経営
・職員教育と人事管理
・ｽﾃｰｼｮﾝの｢売り｣と事業計画
の策定

萩原 正子
ｵﾌｨｽ萩原

72 7/16 0.5 300
126
----
119

42
----
40

看護管理者またはそ
れに準ずる者
保健師･助産師･看
護師

2022年度診療報
酬改定について
理解し､自施設の
看護管理に活用
できる｡

・2022年度診療報酬改定につ
いて

吉川 久美子
日本看護協会

73 第1回 7/5 80
95
----
91

119
----
115

74 第2回 8/30
96
----
94

96
----
94

75 第3回 8/31
96
----
91

96
----
91

76 第4回 10/18
72
----
71

72
----
71

77 第5回 10/19
86
----
84

86
----
84

Ⅵ　資格認定教育
・小論文の記載方法 小野 博子

北海道看護協会

・小論文の記載方法 名塚 優子
北海道看護協会

79 7/20 1 30
70
----
68

233
----
227

･看護管理の役割
(看護管理に準ずる
主任職以上)にあ
たっている者

看護管理に日常
的に求められるｺ
ﾝﾌﾘｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ､
交渉術について
理解する｡

・ｺﾝﾌﾘｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・交渉術

北浦 暁子
西武文理大学

看護管理者が看
護補助者の活用
推進のために必
要な知識や考え
方を理解し､安全
で効率的な業務
実施体制整備に
活用することがで
きる｡

・看護補助者の活用推進の背
景
・看護補助者の位置づけ
・看護補助者との協働に関す
る基本的な考え方
・業務実施体制の整備
・看護職への教育体制の整備
・看護補助者の労働環境の整
備及び確保等
・看護補助者の育成・研修・評
価

日本看護協会

・看護補助者と協働のための
体制整備に関する課題に対す
る対策案の作成（演習）

69

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) withｺﾛﾅにおける魅力
ある職場作り～若手助産師の就業継
続のために

10/8

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ管理
者育成

【Web（Zoom活用)研修】
病院看護管理者向け2022年度診療
報酬改定の理解

1

100

【Web（Zoom活用)研修】
〈社会保険診療報酬算定要
件研修〉看護補助者の活用
推進のための看護管理者研
修2022改訂版

看護師長以上の看
護管理者

68

【Web（Zoom活用)研修】
(北海道委託) 介護保険関連施設等
における看護職･介護職等の連携と
協働～職種の違いを活かしたﾁｰﾑｹｱ
体制の構築に向けて～

10/1 1 50
33
----
29

66
----
58

･介護保険施設等に
勤務する看護職の
ﾘｰﾀﾞｰまたはそれに
準ずる者

介護保険関連施
設等の看護職に
期待される役割
を理解し､自施設
における多職種
連携･協働に向
けた推進能力を
養う｡

78

【Web（Zoom活用)研修】
認定看護管理者教育課程ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙ
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ-小論文の記載方法とｸﾘ
ﾃｨｰｸを学ぶ!-

5/14
・
7/9
・
8/27

3 25
29
----
29

116
----
116

･令和3年度認定看
護管理者教育課程
ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙの修了者､
看護管理者
※全日程(3日間)参
加できる者

1 50
20
----
19

･産科管理者または
それに準ずる者
･保健師･助産師･看
護師

COVID19感染症
拡大下で若手助
産師たちの離職
を防ぎ､自部署が
魅力ある職場と
なるような体制や
支援について考
える｡

70
【Web（Zoom活用)研修】
医療安全管理者-ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ-

10/14 1 80
59
----
57

74
----
71

･「医療安全管理者
養成」研修会を修了
した者
･「医療安全管理者
養成」研修会を修了
し、現在、医療安全
管理者の任にある者

医療安全管理者
および養成研修
修了者が､組織
における安全活
動を推進できるよ
う､知識､技術の
向上を図るととも
に､安全文化醸
成のためのﾁｰﾑ
医療構築に向け
た自己の役割を
理解する｡

40
----
38

認定看護管理者
教育課程ｻｰﾄﾞﾚ
ﾍﾞﾙ修了者が論
文の記載方法とｸ
ﾘﾃｨｰｸについて
学びを深める｡

【Web（Zoom活用)研修】
<ｾｶﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ公開講座>ｺﾝﾌﾘｸﾄﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ
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応募者 応募率

受講者 受講率
No.

開催
期間

日数 定員 対　　　　象 研修目的 科　　　　目研修会 講　　　　師

80 7/29 1 30
55
----
53

183
----
177

･看護管理の役割
(看護管理に準ずる
主任職以上)にあ
たっている者

ｸｵﾘﾃｨﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
を理解する｡

・ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとは
・医療看護におけるｸｵﾘﾃｨﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ

青木 菜穂子
医療法人協和会

81 7/30 1 30
53
----
50

177
----
167

･看護管理の役割
(看護管理に準ずる
主任職以上)にあ
たっている者

人事労務管理の
基本的な考え方
を理解する｡

・労務管理に関する今日的課
題
・労働災害とその対策
・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ予防対策と対応

渡辺 明良
聖路加国際大学

82 第1回
9/17
¦
9/18

70
----
63

88
----
79

83 第2回

R5
2/18
¦
2/19

38
----
35

48
----
44

84 11/8 1 10
14
----
13

140
----
130

･看護管理の役割
(看護管理に準ずる
主任職以上)にあ
たっている者

目的達成を目指
した看護の組織
化を図るための
諸理論を理解で
きる｡

・組織のﾃﾞｻﾞｲﾝ
・組織間ﾈｯﾄﾜｰｸのﾃﾞｻﾞｲﾝ
・地域連携ﾈｯﾄｰﾜｰｸのﾃﾞｻﾞｲﾝ
・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ

任 和子
京都大学大学院

85 12/10 0.5 10
4
----
3

40
----
30

･看護管理の役割
(看護管理に準ずる
師長職以上)にあ
たっている者

起業するために
必要な知識と実
際について学ぶ｡

・看護事業の開発と起業 川添 高志
ｹｱﾌﾟﾛ株式会社

86
R5
2/11

0.5 30
7
----
6

23
----
20

･令和3年度認定看
護管理者教育課程
ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙの修了者､
看護管理者(過去の
修了者を含む)

認定看護管理者
教育課程ｻｰﾄﾞﾚ
ﾍﾞﾙ修了者が､改
善計画に基づい
て取り組んだ看
護管理の実践を
共有し､今後の看
護管理に活か
す｡

・実践報告
・意見交換

令和3年度認定看護
管理者教育課程ｻｰﾄﾞ
ﾚﾍﾞﾙ修了者

87
R5
2/22

1 80
56
----
51

70
----
64

(1)認定看護管理者
教育課程(ｾｶﾝﾄﾞﾚﾍﾞ
ﾙ･ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙ)を修了
した看護管理者
(2)施設環境の整備
に興味がある看護管
理者
※優先順位は(1)､(2)
とする

組織の療養環境
のﾃﾞｻﾞｲﾝについ
て考えることがで
きる｡

・療養環境のﾃﾞｻﾞｲﾝ
・病院機能に応じた療養環境
・物的環境から考える安全な環
境
・災害に対応できる療養環境

筧 淳夫
工学院大学

(1)人材育成のた
めの基本的な概
念を理解する｡
(2)部署における
後輩育成や指導
方法を学ぶ｡

・成人学習の考え方
・動機づけ理論
・OJT
ｺｰﾁﾝｸﾞ、ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ
・ﾒﾝﾀﾙｻﾎﾟｰﾄ

三井 洋子
株式会社Dream Seed

【Web（Zoom活用)研修】
<ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙ公開講座>組織ﾃﾞｻﾞｲﾝ

【Web（Zoom活用)研修】
<ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙ公開講座>看護事業の開
発と起業

【Web（Zoom活用)研修】
認定看護管理者教育課程ｻｰﾄﾞﾚﾍﾞﾙ
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟｰ看護管理改善計画の実
践報告から学ぶｰ

【Web（Zoom活用)研修】
認定看護管理者教育課程ｾｶﾝﾄﾞ･ｻｰ
ﾄﾞﾚﾍﾞﾙﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ-施設環境をﾃﾞｻﾞｲﾝ
する!-

【Web（Zoom活用)研修】
<ｾｶﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ公開講座>看護ｻｰﾋﾞｽの
質保証

【Web（Zoom活用)研修】
<ｾｶﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ公開講座>人事･労務管
理

【Web（Zoom活用)研修】
認定看護管理者教育課程
ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ-効果
的な人材育成を行うためのｽ
ﾀｯﾌとの関わり方を学ぶ!-

2 80

･令和4年度認定看
護管理者教育課程
ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙを修了し
た者(過去の修了者
も可)
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 Ⅱ　認定看護管理者教育課程
1 ファーストレベル 応募者　314名　　

（１）開催期間　第1回　令和4年5月25日～6月22日 受講者　　　 第1回　102名

　　　　　　　　第2回　令和5年1月11日～2月8日 第2回　103名

（２）カリキュラム・講師 ※全課程Web授業

授業形態

および時間

・社会保障制度の体系 小山　秀夫 兵庫県立大学大学院

・社会保障の関連法規

・保健医療福祉制度の体系 小山　秀夫 兵庫県立大学大学院

　地域包括ケアシステム

　地域共生社会

・看看連携 講義3 川添　恵理子 北海道医療大学

・地域連携における看護師の役割

・保健医療福祉関連職種の理解 講義3 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・看護の社会的責務と業務基準 松田　香織 宮の沢脳神経外科病院

　看護関連法規

　倫理綱領

　看護業務基準

計 15【講義15】

・組織マネジメントに関する基礎知識 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・看護管理の基礎知識

・看護実践における倫理的課題 石垣　靖子 北海道医療大学大学院

・倫理的意思決定への支援

計 15【講義15】

・労務管理 吉村　英範 北海道社会保険労務士会

・就業規則

・雇用形態

・健康管理（メンタルヘルスを含む） 講義3 土屋　和枝 札幌秀友会病院

・勤務体制

・ワークライフバランス

・ハラスメント防止 講義3 亘　文恵 北海道看護協会 

・チームマネジメント 諏訪　茂樹 東京女子医科大学

・リーダーシップとメンバーシップ

・コミュニケーション

・ファシリテーション

・看護ケア提供方式 講義6 叶谷　由佳 横浜市立大学

・准看護師の指示と業務 講義3 浪岡　まさみ 渓仁会西円山病院

・看護補助者の活用

・成人学習の原理 吉田　澄恵 東京医療保健大学 千葉看護学部

・役割理論

・動機づけ理論

・人材育成の方法

計 30【講義30】

・診療介護報酬制度の理解 講義6 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・経営指標の理解

・看護活動の経済的評価 講義6 金井pak雅子 関東学院大学大学院

・医療看護情報の種類と特徴 宇都　由美子 鹿児島大学大学院 

・情報管理における倫理的課題（情報リテラシー）

計 18【講義18】

看護サービスの質管理 ・サービスの基本的概念 講義6 青木　菜穂子 医療法人協和会 

・看護サービスの質評価と改善 鄭　佳紅 青森県立保健大学 

・看護サービスと記録

・看護サービスの安全管理 講義6 木村　眞子 宮城大学　

計 18【講義18】

演習 演習15 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

亘　文恵 北海道看護協会 

小野　博子 北海道看護協会 

名塚　優子 北海道看護協会 

計 15【演習15】

その他 開講式・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・閉講式【5】

・ヘルスケアシステム論Ⅰ　15 【講義15】

・組織管理論Ⅰ　　　　   　　15 【講義15】

・人材管理論Ⅰ　　　　　   　30　　 【講義30】

・資源管理論Ⅰ　　　　   　　18 【講義18】

・質管理Ⅰ　　　　　　　     　18 【講義18】

・統合演習Ⅰ　　　　　　    　15　 【演習15】

・開閉講式・ヒューマンネットワーク・ガイダンス【その他5】　　　

　　　合計　　　　　　　　　　　　116時間 【講義　96時間・演習　15時間・その他　5時間】

講師名

講義6

講義3

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ

社会保障制度概要 講義3

保健医療福祉サービスの提供体制 講義3

ヘルスケアサービスにおける看護の役割

講義3

組
織
管
理
論
Ⅰ

組織マネジメント概論 講義12

看護実践における倫理 講義3

講義6

教科目 単　元 単元内容

人
材
管
理
Ⅰ

労務管理の基礎知識

人材育成の基礎知識

看護チームのマネジメント 講義6

講義6

・学習内容を踏まえ、受講者が取り組む
課題を明確にし、対応策を立案する。統

合

演
習
Ⅰ

資
源
管
理
Ⅰ

経営資源と管理の基礎知識

看護実践における情報管理

質
管
理
Ⅰ
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2 セカンドレベル 応募者 115名

（１）開催期間　第1回　令和4年7月12日～8月26日 受講者 第1回　　54名

　　　　　　　　 　第2回　令和4年9月6日～10月21日 第2回　　56名

（２）カリキュラム・講師 ※集合形式、オンライン授業併用

授業形態

および時間

・日本における社会保障 濃沼　信夫 東北医科薬科大学

　人口構造、疾病構造の変化

　社会保障費の（財源）構造と推移

・保健医療福祉サービスの提供内容の実際 山路　憲夫 小平学・まちづくり研究所

　病院、看護小規模多機能型居宅介護、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ等

ヘルスケアサービスにおける多職種連携
・多職種によるチームケア提供の実際と課題

講義3
下山　美由紀 北海道医療大学

計 15【講義15】

・組織分析 熊川　寿朗 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所

・組織変革

・組織の意思決定 講義3 上田　順子

・看護管理における倫理的課題 勝原　裕美子 オフィスKATSUHARA

・看護管理における倫理的意思決定

計 30【講義30】

・労務管理に関する今日的課題 渡辺　明良 聖路加国際大学

・労働災害とその対策

・ハラスメント予防策と対応

・人員配置 講義6 田中　いずみ 手稲渓仁会病院

・勤務計画

・ワークライフバランス

・ストレスマネジメント 講義6 小平　さち子

・タイムマネジメント

・演習 演習3 小野　博子 北海道看護協会

・人的資源の活用 金井ｐａｋ雅子 関東学院大学大学院

・リーダーシップの実際

・看護補助者の育成

・コンフリクトマネジメント 講義6 北浦　暁子 西武文理大学

・キャリア開発支援 講義6 福井　純子 北海道医療大学

・人材育成計画 講義6 北浦　暁子 西武文理大学

計 45【講義42・演習3】

・医業収支 熊川　寿朗 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所

・経営指標の活用

・費用対効果

・適切な療養環境の整備 講義3 筧　淳夫 工学院大学

看護管理における情報管理 ・看護の評価・改善のための情報活用 講義6 宇都　由美子 鹿児島大学大学院

計 15【講義15】

看護サービスの質保証 ・クオリティマネジメント 講義6 青木　菜穂子 医療法人協和会

　医療・看護におけるクオリティマネジメント

・演習 演習3 小野　博子 北海道看護協会

安全管理 ・安全管理の実際 講義6 橋本　廸生 日本医療機能評価機構

・安全管理教育 講義12 木村　眞子 宮城大学

・法令順守

・災害対策 講義3 筧　淳夫 工学院大学

計 30【講義27・演習3】

演習 ・自部署の組織分析に基づいた実践可能な改善計画を立案する 講義3 熊川　寿郎 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究所

演習36 名塚　優子 北海道看護協会

小野　博子 北海道看護協会

演習支援者 認定看護管理者

実習 小野　博子 北海道看護協会

計 45【講義3・演習42】

その他 開講式・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・閉講式　【6】

・ヘルスケアシステム論Ⅱ 　15 【講義15】

・組織管理論Ⅱ　　　　　　 　30 【講義30】

・人材管理論Ⅱ　　　　　　 　45　　 【講義42・演習3】

・資源管理論Ⅱ　　　　　　 　15 【講義15】

・質管理Ⅱ　　　　　　　　　 　30 【講義27・演習3】

・統合演習Ⅱ　　　　　　　  　45　 【講義3・演習36・実習6】

・開講式・ヒューマンネットワーク・ガイダンス・全体会・閉講式【その他6】　　　

　　　合計　　　　　　　　　　186時間 【講義132時間・演習42時間・実習6時間・その他6時間】

教科目 単　元 単元内容

・地域連携を理解するための他施設実習を行う。
　（実習施設は、受講者自身の所属種別以外の施設とする。）

人
材
管
理
Ⅱ

人事・労務管理

多職種チームのマネジメント

人材を育てるマネジメント

資
源
管
理
Ⅱ

経営資源と管理の実際

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ

社会保障制度の現状と課題

保健医療福祉サービスの現状と課題

組
織
管
理
論
Ⅱ

実習6

講師名

質
管
理
Ⅱ

統
合
演
習
Ⅱ

講義6

講義6

講義6

講義6

講義6

組織マネジメントの実際 講義21

看護管理における倫理 講義6
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3 サードレベル

（１）開催期間　令和4年10月31日～12月14日 応募者　　　　 22名

受講者　　　 21名

（２）カリキュラム・講師 ※集合形式、オンライン授業併用

授業形態
および時間

・社会保障の将来ビジョン 松田　晋哉 産業医科大学

・グローバルな視点から見た保健医療福祉

　WHOの活動、国連SDGs等

・看護制度の変遷と政策 坂本　すが 東京医療保健大学

・看護政策に関する審議会・検討会

・制度変化に伴う看護管理への影響と対応

・看護戦略とパワーの活用

・職能団体による政策への影響力

・ヘルスケアサービスのマーケティング 講義6 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

・社会的企業（ソーシャルエンタープライズ）

・NGO・NPOのヘルスケアサービス

・ヘルスケアサービスのシステムの構築 講義6 青木　菜穂子 医療法人協和会

・地域連携を基盤としたヘルスケアサービス

・在宅におけるヘルスケアサービス

・看護事業の開発と企業 講義3 川添　高志 ケアプロ株式会社

・テクノロジーの活用 講義3 小笠原　克彦 北海道大学大学院保健科学研究院

計 30【講義30】

・組織のデザイン 任　和子 京都大学大学院

・組織間ネットワークのデザイン

・地域連携ネットワークのデザイン

・ダイバーシティ

・組織運営に必要な能力 講義6 宇都　由美子 鹿児島大学大学院

・経営者に求められる役割と必要な能力

・組織戦略とパワーの活用 講義6 岩本　大希

・経営者としての成長と熟練

・組織における倫理的課題 志田　京子 大阪府立大学

・倫理的課題に対する組織的対応

計 30【講義24・演習6】

・賃金制度 講義6 熊谷　雅美 済生会横浜市東部病院

・人事考課

・労働関連法規の最新の動向

・建設的な労使関係の構築

・人材フローのマネジメント 講義6 松本　淳子 松原メイフラワー病院

・ハラスメントの組織対応

看護管理者の育成 ・能力評価のためのシステムの構築 講義6 松浦　正子 日本赤十字豊田看護大学

・看護管理者の能力開発、活用

計 18【講義18】

・医療経営の特徴と課題 熊川　寿朗 グローバルヘルスマネジメント研究所

・戦略策定

・医療施設、介護福祉施設、訪問看護ステーション等 青木　菜穂子 医療法人協和会

　の経営の特徴と課題　 髙橋　都子　 医療法人社団山草会

・財務会計 安川　文朗 横浜市立大学

・管理会計

・賃金管理

・関連法規の遵守 講義3 松田　香織 札幌宮の沢脳神経外科病院

・地域における情報共有・活用 講義3 宇都　由美子 鹿児島大学大学院

計 30【講義30】

経営と質管理 ・ガバナンスとアカウンタビリティ 講義 6 高橋　奈津子 日本医療機能評価機構

・第三者評価（病院機能評価/国際的医療機関評価）

・医療・看護の質とデーター活用 講義12 鄭　佳紅 公立大学法人青森県立保健大学

組織の安全管理 ・安全文化の醸成 木村　眞子 公立大学法人宮城大学

・医療事故防止のための組織的対策

・危機管理 講義6 橋本　廸生 日本医療機能評価機構

計 30【講義30】

演習 演習36 熊川　寿郎 グローバルヘルスマネジメント研究所

講義3 青木　菜穂子 医療法人協和会

上田　順子 前北海道看護協会

小野　博子 北海道看護協会

名塚　優子 北海道看護協会

演習支援者 認定看護管理者

実習 経営の実際を学ぶための実習を受講者自身が企画し実施
する。（シャドウイング等）

演習6 名塚　優子 北海道看護協会

計

その他 開講式・ガイダンス・ヒューマンネットワーク・閉講式　【６】

【講義30】 【講義30】

【講義24・演習6】 【講義30】

【講義18】 【演習36・実習6・講義3】

　　・開講式・ガイダンス ・ヒューマンネットワーク・閉講式  【その他　3】　　　

　　　合計　　　　　　　186時間     【講義　135時間・演習36時間・実習6時間　その他　3時間】

講義12

講義 6

講義 6

統
合
演
習
Ⅲ

質
管
理
Ⅲ

　　・資源管理論Ⅲ　　　　　  　30

　　・質管理Ⅲ　　　　　　　　 　 30

　　・統合演習Ⅲ　　　　　　 　  45　

講義6

　　・組織管理論Ⅲ　　　　　　  30

　　・人材管理論Ⅲ　　　　　　  18　　

　　・ヘルスケアシステム論Ⅲ　30

・学習内容を踏まえ受講者自身が演習内容を企画し実施
する。例１　自組織について分析し、組織の改善計画を立案
する。または、トップとして組織を分析し改善計画を立案す
る。例2　保健医療福祉組織や看護の現状について、保健
医療福祉に関する統計データを分析し、保健医療福祉サー
ビス提供体制の改革ビジョンを策定する。例3　保健医療福
祉に関する政策提言を行う。

45【講義3・演習42】

人
材
管
理
Ⅲ

社会システムと労務管理

資
源
管
理
Ⅲ

経営戦略

財務管理

組織的情報管理

講師名

WyL株式会社

組
織
管
理
論
Ⅲ

組織デザインと組織運営 講義 6

組織における倫理 講義 6
演習 6

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅲ

社会保障制度・政策の動
向

講義6

看護制度・政策の動向 講義6

ヘルスケアサービスの創造

教科目 単　元 単元内容
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Ⅲ 訪問看護師養成講習会
１ 応募・受講・修了状況 コース内訳

(2) 応募者数(2022年度） 77 名 ( 応募率 ) 応募者 77 77

(3) 受講者数 57 名 ( 受講率 ) 受講者 57 57

(4) 修了者数 53 名 ( 修了者累計 ) 修了者 53 53

２ 受講者背景
(1) 職能 (人) (2) 性別 (人)

(3) 年齢構成 (人)

(4) 看護歴 (人)

(5) 訪問看護歴 (人)

３ 目標達成度 （アンケート回答数 53 件）
※講習会終了時における受講者の自己評価（5段階評価） (人)

分散

26～30年 31年以上 無回答
3 8

1～5年

(1) 受講定員 50 名

25歳未満 25～29歳

2 55

40～49歳 50～59歳 60歳以上

6～10年 11～15年 16～20年 21～25年

男性

R4 合計

431
4 3 2 1

58%

6 10 17 10 0

11年以上 無回答
1 0

3

00

31

18

0%

8% 0% 0%

4 0 0

0%17% 0%

8% 0%

0% 2%

9 0 0

31

25% 58%

11

15%

18 0
(4)

訪問看護を要する人とその家族が、地域の特性や生活状況を踏まえ
て在宅生活を継続するために必要な看護の基本的知識、技術を理
解できる。

対象のケアニーズをアセスメントし、具体的な看護実践の体験を通し
て、在宅療養者の特性を踏まえた看護について考えることができる。

34% 58%

21% 62%
在宅ケア関係機関との連携方法、社会資源の活用方法が理解でき
る。

在宅ケアチームの一員として多職種と協働できる。
13

5

34%

18

154.0%

114.0%

1,481名

准看護師

33

(1)

(2)

(3)

1
7～10年

20 19 11 5
未経験 1年未満 1～2年 3～6年

女性

無回答
0 3 4 7 28 13 2 0

30～34歳

2 1 52 2

35～39歳

看護師保健師 助産師
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カリキュラム・担当講師一覧・見学施設・実習施設一覧
◎ｅラーニングの講義科目および学習内容、時間

科目 時間
第1章 1節 保健医療福祉をめぐる社会的動向と訪問看護のニーズ 17分26秒

2節 訪問看護の歴史 11分09秒
3節 訪問看護の定義及び理念と機能 12分33秒
4節 訪問看護をめぐる諸制度（前編） 09分30秒

訪問看護をめぐる諸制度（後編） 16分01秒
5節 訪問看護ステーションの開設・運営の基礎 22分23秒
6節 訪問看護の質の評価 17分57秒
7節 訪問看護で起こり得る倫理的課題と対応 24分08秒
テスト 第1章確認テスト

小計 2時間11分7秒
第2章 1節 地域包括ケアシステム 15分22秒

2節 関係機関及び関係職種の役割と多職種連携（前編） 16分24秒
関係機関及び関係職種の役割と多職種連携（中編） 11分34秒
関係機関及び関係職種の役割と多職種連携（後編） 15分16秒

3節 ケアマネジメント 15分02秒
4節 在宅移行支援 20分54秒
テスト 第2章確認テスト

小計 1時間34分32
第3章 1節 リスクマネジメント概論 23分44秒

2節 感染管理(前編） 17分43秒
感染管理(後編） 11分33秒
【参考映像】訪問看護師のための在宅感染予防 （32分05秒）
【参考映像】訪問看護師のための在宅感染予防・第2巻 （25分20秒）

3節 災害対応(前編） 17分01秒
災害対応(後編） 14分53秒

テスト 第3章確認テスト
小計 1時間24分54

第4章 1節 在宅療養者の特性 07分30秒
2節 在宅療養者を支える家族の特性（前編） 11分11秒

在宅療養者を支える家族の特性（後編） 17分50秒
3節 在宅療養者を取り巻く地域 10分01秒
テスト 第4章確認テスト

小計 46分32秒
第5章 1節 訪問看護過程 13分47秒

2節 訪問看護の実際 12分18秒
【参考映像】～いのちと生活を看護る～訪問看護サービス （34分58秒）
【参考映像】 こんにちは 訪問看護です （06分53秒）

3節 訪問看護記録 15分09秒
テスト 第5章確認テスト

小計 41分14秒
第6章 1節 訪問看護展開のための知識・技術

１項 療養生活の支援Ⅰ 14分47秒
２項 療養生活の支援Ⅱ 12分36秒

療養生活の支援Ⅱ 13分10秒
療養生活の支援Ⅱ 11分57秒

３項 療養生活の支援Ⅲ 12分49秒
療養生活の支援Ⅲ 15分43秒

４項 療養生活の支援Ⅳ 19分10秒
５項 療養生活の支援Ⅴ 移動と社会とのつながり（社会参加） 14分33秒
６項 コミュニケーション技術Ⅰ 概論 15分52秒
７項 コミュニケーション技術Ⅱ 面接技術 12分31秒
テスト 第6章1節1項～7項 確認テスト

小計 2時間23分08
８項 フィジカルアセスメント 概論 18分43秒
９項 呼吸のフィジカルアセスメント 17分31秒
10項 循環系のフィジカルアセスメント 13分22秒
11項 神経系のフィジカルアセスメント 17分30秒
12項 リハビリテーション看護Ⅰ 概論（前編） 11分57秒

リハビリテーション看護Ⅰ 概論（後編） 16分49秒
13項 リハビリテーション看護Ⅱ 摂食・嚥下リハビリテーション（前編） 16分56秒

リハビリテーション看護Ⅱ 摂食・嚥下リハビリテーション（後編） 10分06秒
【参考映像】①摂食嚥下のメカニズム (02分06秒）
【参考映像】②RSST（Repetitive Saliva Swallowing Test) (01分14秒）
【参考映像】③改訂水飲みテスト（MWST） (02分35秒）
【参考映像】④食物テスト(FT） (01分56秒）

14項 服薬管理（前編） 07分59秒
服薬管理（後編） 13分08秒

テスト 第6章1節8項～14項 確認テスト
小計 2時間24分01

在宅ケアシステム論

内容 担当講師

訪問看護概論

リスクマネジメント論

（ 参考映像等合計57分25秒）
※参考映像等は含まない

（ 参考映像等合計41分51秒）
※参考映像等は含まない

訪問看護対象論

訪問看護展開論

訪問看護技術論 療養生活の環境
食事・栄養管理（前編）
食事・栄養管理（中編）

（ 参考映像等合計7分51秒）
※参考映像等は含まない

食事・栄養管理（後編）
排泄と清潔（前編）
排泄と清潔（後編）
衣生活と睡眠・休養
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科目 時間
2節 医療処置別の知識・技術
1項 経管栄養法 20分10秒

【参考映像】QOLを考慮した安全で簡便な半固形流動食投与システム (12分14秒）
【参考映像】動画でわかる 自然落下法について (08分25秒）

2項 中心静脈栄養法（前編） 12分46秒
中心静脈栄養法（後編） 11分19秒

3項 末梢輸液管理 22分06秒
4項 スキンケアと褥瘡ケアⅠ 概論（前編） 17分11秒

スキンケアと褥瘡ケアⅠ 概論（後編） 16分00秒
5項 スキンケアと褥瘡ケアⅡ 褥瘡の評価 09分33秒
6項 スキンケアと褥瘡ケアⅢ 局所ケアと在宅褥瘡ケアの特徴（前編） 13分17秒

スキンケアと褥瘡ケアⅢ 局所ケアと在宅褥瘡ケアの特徴（後編） 10分50秒
【参考映像】ドレッシング材の交換 (05分44秒）

テスト 第6章2節1項～6項 確認テスト
小計 2時間13分12

7項 ストーマケアⅠ 概論 17分08秒
【参考映像】ストーマ装具の交換 (13分51秒）

8項 ストーマケアⅡ 10分09秒
ストーマケアⅡ 14分02秒

9項 間欠自己導尿・膀胱留置カテーテル 18分16秒
10項 腹膜透析（在宅自己腹膜灌流）Ⅰ概論 11分36秒
11項 腹膜透析（在宅自己腹膜灌流）Ⅱ訪問看護の実 17分32秒

【参考映像】①出口部のケア (01分49秒）
【参考映像】②ツインバッグの交換手順(1) (29分43秒）
【参考映像】②ツインバッグの交換手順(2) (24分16秒）

12項 在宅酸素療法（前編） 12分15秒
在宅酸素療法（後編） 09分20秒
【参考映像】①在宅酸素療法における火気取扱いの注意 (06分42秒）
【参考映像】②携帯用酸素ボンベの取扱いの注意 (08分03秒）
【参考映像】③今日から始める自己管理～呼吸リハビリテーションの実践～ (66分41秒）

13項 在宅人工呼吸療法Ⅰ NPPV 12分17秒
【参考映像】今日から始める NPPV療法　－導入編－ (37分48秒）

14項 在宅人工呼吸療法Ⅱ IPPV 15分47秒
テスト 第6章2節7項～14項 確認テスト

小計 2時間18分21
3節 対象別の知識・技術
1項 急変時の看護 18分56秒

【参考映像】AEDの取扱い (06分18秒）
2項 がん看護（前編） 12分01秒

がん看護（中編） 11分26秒
がん看護（後編） 16分53秒

3項 認知症の人の看護（前編） 19分41秒
認知症の人の看護（中編） 12分20分
認知症の人の看護（後編） 13分28秒

4項 精神障がい者の看護（前編） 15分24秒
精神障がい者の看護（中編） 13分57秒
精神障がい者の看護（後編） 15分53秒
【参考映像】はじめよう 精神科訪問看護 (29分18秒）

5項 難病の人の看護 23分49秒
テスト 第6章3節1項～5項 確認テスト

小計 2時間53分48
6項 疾患や障がいのある小児の看護Ⅰ概論 16分00秒
7項 疾患や障がいのある小児の看護Ⅱ 18分02秒

【参考映像】小児在宅医療の実際・介護家族へのインタビュー (20分54秒）
8項 エンドオブライフケアⅠ 概論 13分42秒
9項 エンドオブライフケアⅡ 症状緩和ケア 18分07秒
10項 エンドオブライフケアⅢ 14分15秒

【参考映像】在宅ホスピスケア (29分40秒）
テスト 第6章3節6項～10項 確認テスト

小計 1時間20分06
合計 20時間10分55 （ 参考映像合計6時間47分33秒）

※ｅラーニングは、日本訪問看護財団で行っているｅラーニングを活用します。
※ｅラーニング受講期間は5か月間です。
※5か月の受講期間が過ぎても、1か月間は確認のための視聴可能です。

※参考映像等は含まない

担当講師

（ 参考映像等
合計3時間8分53秒）

（ 参考映像等合計26分23秒）

※参考映像等は含まない

（ 参考映像等
合計35分36秒）

※参考映像等は含まない

家族支援と社会資源の活用

家族支援を含む社会的ケア

（ 参考映像等合計50分34秒）
※参考映像等は含まない

ｅラーニング学習時間

生活支援（前編）
生活支援（後編）

内容
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◎ｅラーニング以外の科目一覧
科目 日数 時間

0.5 3 山崎 美恵
0.5 3 池田 ひろみ
1 6 佐藤 明子
1 6
3 18
1 6

Ⅶ～Ⅸ   日数計 8 48
※ｅラーニング以外のカリキュラムは、「訪問看護人材養成基礎カリキュラム(日本訪問看護財団)」に準じる。
※「＊」は北海道看護協会独自の科目です。

◎講師及び実習施設一覧
＜集中講義 講師＞

山崎 美恵 医療法人徳州会 緩和ケア訪問看護ステーション札幌 所長
池田 ひろみ 訪問看護ステーション春の詩 所長
佐藤 明子 北海道医療大学訪問看護ステーション 管理者

＜見学施設＞（講義形式）
札幌市西区第１地域包括支援センター
医療法人 晴生会 介護老人保健施設 サンビオーズ新琴似
社会医療法人社団 愛心館 来夢ライン療養通所介護事業所
社会福祉法人 ほくろう福祉協会 特別養護老人ホーム 青葉のまち
有限会社ライフアート グループホーム 福寿荘Ⅲ

＜実習施設＞
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌東訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌西訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌南訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌北訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌清田訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌中央訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌厚別訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌豊平看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌白石訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 札幌手稲訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 江別訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 函館訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 登別訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 しらおい訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 中標津訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 帯広地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 旭川地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 釧路地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 長沼地域訪問看護ステーション
一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団 紋別地域訪問看護ステーション
総合病院伊達赤十字病院 訪問看護ステーション
標津町国民健康保険標津病院
北海道済生会訪問看護ステーション
市立三笠総合病院 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝゆうゆう
木古内町国民健康保険病院訪問看護部
医療法人社団北樹会病院在宅リハケアセンター つきさっぷ訪問看護
医療法人社団煌生会 訪問看護ステーションさくら
医療法人社団静和会 訪問看護ステーション ことに
医療法人北翔会 訪問看護ステーション あやめ
医療法人せせらぎ 訪問看護ステーション そよ風
社会医療法人社団三草会 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝｱｼｽﾄ
訪問看護ルグラン ルグランとうるおいの家 山鼻
訪問看護ステーション きよた
来夢ライン訪問看護ステーション
訪問看護ステーションイースト
訪問看護ステーション あおい
特定非営利法人 かしわのもり
訪問看護ステーション はれ
リフィール中の島
訪問看護ステーション よつば
訪問看護ステーション禎心会東
訪問看護ステーション やまのて
訪問看護ステーション ぷらちな
訪問看護ステーション 心護
ツクイ札幌麻生訪問看護ステーション
ちせ訪問看護ステーション

※集中講義は2回Web開催２）急変時の看護の実際＊

内容

Ⅸ
その他

１）ヒューマンネットワーキング＊ 1 6 講習会担当者２）各種オリエンテーション、開講式・閉講

Ⅷ
実習
(30時間)

１）施設見学 施設名 別記載２）施設実習
３）実習報告会・発表会 講習会担当者

担当講師・所属

３）スキンケア・ストマケア・フットケアの実際＊

Ⅶ
集中講義
(12時間)

１）在宅療養の特性と実際＊ 所属は
別記載
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Ⅳ 保健師助産師看護師実習指導者講習会（北海道委託事業）
１ 開催期間 令和4年7月11日～令和5年2月3日
２ 応募者 140名 （第1回70名・第2回70名） 受講者 139名 （第1回70名・第2回69名） 修了者 136名（第1回70名・第2回66名）

（修了者累計 3108名）
※Web開催

区分 内容 単位数 時間数

教育原理 1 15

教育方法 1 15

教育心理 1 15

教育評価 1 15

看
護
論

看護論 1 15

看
護
教
育

課
程

看護教育課程論 1 15

1 15

実習指導の原理と実際 (9)

 カンファレンスでの指導 (6)

1 15

看護過程 (6)

事例検討 (3) 事例検討の意義と方法について理解する。

臨床倫理 (3)

1 15

指導案作成 (9)

実習指導の評価 (6)

実習指導方法論Ⅲ

実習指導方法論Ⅱ

実習指導方法論Ⅰ

基
礎
分
野

【
4
単
位

6
0
時
間
】

教
育
の
基
盤

実
習
指
導
の
基
盤

専
門
分
野

【
8
単
位
1
6
5
時
間
】

科目名

唐津 ふさ
北海道医療大学 看護福祉学部看護学科

教育評価の目的、機能、方法等基本概念を学び、授業形
態（講義・演習・実習）に応じた評価の方法を学ぶ。 eラーニング

eラーニング

人間の発達と学習過程における心理的な特徴について、基
本的な知識及び必要な理論を学ぶ。また、成長発達に伴う
学習者の反応や状況を心理学的に理解できる。

eラーニング

科目のねらい 講師

教育とは何か、教育の本質、目的、教育活動の特性等基本
的な知識、概念及び、教育の基本についての概念を理解する eラーニング

学ぶとはどういうことか、授業形態、教育方法も基本的知識及
び必要な理論を学ぶ

看護過程の理論を深め、学生の成長を促す実習指導について理解する。

看護基礎教育における様々な教育課程の概念や、各看護
学の特徴を学び、実習指導につなげる。 eラーニング

福良 薫
北海道科学大学 保健医療学部看護学科

人間の健康や看護の考え方、看護実践の基盤となる倫理に
ついて学び、看護についての視野を広げ、自己の看護観を明
確にする。

eラーニング

実習指導の基本と実習指導者のあり方等について理解する。

看護基礎教育における臨地実習の位置づけや特徴、実習
指導者の役割について理解する。
②実習施設としての体制づくりや実習環境の整備、臨地実習
における医療安全について理解する。
③臨地実習中の指導者の活動について、具体的な場面、事
例を通して理解する。

片岡 和江
勤医協札幌看護専門学校
田中 いずみ
医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院
杉原 由希子
医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院

カンファレンスの意義と方法について理解する。
②カンファレンスでの指導者の役割と指導方法について理解す
る。

実習指導の展開や、実習指導における評価の意義や方法について理解する。

安藤 陽子
 札幌保健医療大学 保健医療学部看護学科

看護過程について理解を深め、理論的根拠に根ざした
看護過程の展開の指導方法を理解する。

臨床倫理の観点から情報をどう扱うか、また、実習における倫
理的問題について看護者としてのスタンスや解決方法を学ぶ。

前田 明子
元 天使大学 看護栄養学部看護学科

指導案の必要性、指導案の考え方、指導案の構成と作成過
程について理解する。

臨地実習における評価の意義、目的、およびその方法を理解
する。

稲葉 佳江
札幌保健医療大学名誉教授・元学長
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3 90

看護過程演習
(演習Ⅰ） (15)

実習指導の実際演習
（演習Ⅱ・Ⅲ） (75)

特
別
講
義

人間関係論 (3)

○ 演習(第1回)（第2回）助言者

札幌保健医療大学保健医療学部看護学科 伊藤 円 藤内 智子
本吉明美 札幌市病院局市立札幌病院 矢野えり子

日本医療大学保健医療学部看護学科 工藤 悦子 脇坂恵美子
滋野 和恵 川名愛深
吉藤美幸 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院 高士恵美

国立大学法人北海道大学病院 太田 絢 医療法人渓仁会札幌西円山病院 永島 智織理
樋口亜耶 医療法人札幌山の上病院 井田昌子
坂本初美 社会医療法人母恋天使病院 樽見あずさ
星 沙織 社会医療法人恵佑会札幌病院 高田 千秋

北海道公立大学法人札幌医科大学附属病院 阿部晴日 医療法人風のすずらん会江別すずらん病院 藤﨑 こずえ
野口直美 医療法人札幌麻生脳神経外科病院 浅元美津子
佐々木祐子 駒沢看護専門学校 岡田 千佐子
金澤里織

実習指導方法演習

単
位
時
間
外
講
義

特
別
講
義

佐藤 至英
 北翔大学 生涯スポーツ学部

医療制度の改革を含め医療の現状と看護に及ぼす影響、看
護の動向を知り、今後の看護の展望を理解する。

実践した看護の振り返りをとおし看護過程の理解を深め、実
習指導を行ううえで必要なこと、重要なことが理解できる。

臨地実習指導の展開について理解を深め、望ましい臨地
実習指導のあり方を考察する。
②自施設における実習指導者としての自己の役割と今後の
方向性を明確にする。

実習指導の展開について、演習を通して実際を学ぶ。

演習助言者
（別記）

演習助言者
（別記）

北海道医療大学看護福祉学部

北海道厚生農業協同組合連合会札幌厚生病院

医療と看護の動向 (3)

対人的行動の意味を学び、看護実践、臨地実習指導場面
で学生、患者、指導者などの人間関係を考える上で活用す
る。

佐々木 健
北海道釧路総合振興局保健環境部保健行政室
山本 純子
公益社団法人北海道看護協会
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Ⅴ 保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）（北海道委託事業）
1 開催期間 令和4年8月2日～8月15日（講義 Web研修 、 演習 集合研修）
2 応募者30 名 受講者30 名
3 修了者28 名 （修了者累計 163名）

目標及び内容 時間数 講師

教育の意義や基礎的な概念について学ぶ。

人間の発達と学習過程における青年期の心理的な特徴
について人間の成長・発達段階に合わせて理解する。

教育の基本的な方法や技術、評価方法について理解す
る。 3

 佐藤 淳
北海学園大学
大学院 経営学研究科 教授
経営学部 教授

Ⅰ-１
<看護教育課程論>

看護基礎教育の概要と実習に求められている課題を理
解する。
＊看護教育課程、教育計画、実習計画

3
 笠井 真利子
中村記念病院附属看護学校
副校長

Ⅰ-２
<実習指導の原理>

実習指導の基本と実習指導者のあり方について理解す
る。
＊実習指導の意義・目的、実習指導者の役割

3
 前田 明子
元 天使大学
看護栄養学部 看護学科 教授

<実習指導の実際>
実習指導方法を理解する。
＊指導計画の立案と指導方法

3
 門間 正子
元 日本医療大学
保健医療学部 看護学科 教授

<各看護学の実習の概要>
各看護学実習の概要を理解する。

（下記より１つ選択）
・老年看護学実習の概要
・小児看護学実習の概要
・母性看護学実習の概要
・助産学実習の概要
・地域・在宅看護論実習の概要
・公衆衛生看護学実習の概要

1

安藤 陽子（公衆衛生看護学）
札幌保健医療大学
保健医療学部 看護学科 講師
 櫻井美奈子（地域・在宅看護論）
三草会札幌看護専門学校
 岡田 千佐子（小児看護学）
駒沢看護専門学校 非常勤講師
 藤﨑 こずえ（老年看護学）
江別すずらん病院 看護部顧問
 田中 恵美子(母性看護学）
  元 学校法人駒沢岩見沢学園
  駒 沢看護専門学校 学校長

実習指導の展開について理解を深め、かつ、臨地実習の
中で体験する指導場面別の役割や方法について演習を
通して学ぶ。
＊実習指導案の作成
＊実習指導計画の展開と評価
＊発表

28

 青木亜砂子
札幌医科大学 保健医療学部
看護学科 講師
 榎本 有美子
  夢ふうせん 東野幌保育園 園長
<上掲>
 安藤 陽子
 櫻井美奈子
 岡田 千佐子
 藤﨑 こずえ
 田中恵美子

1  山本 純子
北海道看護協会 常務理事

合計時間数 45

そ
の
他

特別講義 「看護の動向」

開講式・閉講式・その他

 山谷 敬三郎
北翔大学 学長
大学院 生涯学習学研究科 教授
教育文化学部 教育学科 教授

科目

実
習
指
導
の
基
礎

3教
育
の
基
礎

Ⅰ-３
<実習指導の実際>

教育原理

教育心理

教育方法・評価方法

実習指導の実際Ⅱ
（演習）

実習指導の実際Ⅰ （講義）

25



Ⅵ　北海道専任教員養成講習会（北海道委託事業）

（1）開催期間　令和4年4月18日～令和5年11月24日

　　 応募者22名　受講者22名　修了者21名

4月18日～6月2日web研修

（2）カリキュラム・講師 6月6日～集合研修

区分
教育
内容

科目名
単位
数

時間
数

科目の目標 科目の内容 担当講師

・教育の本質、目的 山谷 敬三郎

【基礎分野】 ・教育活動の特性 　等 北翔大学

・授業形態、教育方法及び教材の活用

・教授-学習過程の理解 　等

・成長発達に伴う学習者心理の理解 佐藤　淳

・学習過程における心理 　等 北海学園大学経営学部

・教育評価の目的と方法 佐藤　淳

・講義・演習・実習評価の方法 　等 北海学園大学経営学部

・ICT の特徴及び看護教育への活用方法

・論理的に正しい文章の書き方 澁谷　寿継

・様々な文章の型と文章作成方法 北海道科学大学

・添削と推敲

・看護実践の基盤となる看護の概念 花岡　眞佐子

・看護の本質 北海道医療大学大学院看護福祉学研究科

・看護師の独自性と専門性 飯島　美樹

・看護理論の存在理由 北海道科学大学保健医療学部看護学科

・看護理論の歴史的発展の過程

・看護理論の分類

・看護理論の評価枠組み

・様々な看護理論家と理論の特徴

・看護理論の実践への活用

・看護過程と看護理論の関係を明確にする。 定廣　和香子

札幌市立大学看護学部

檜山　明子

札幌市立大学看護学部

・専門職と看護教育 大日向　輝美

・看護教育における「教育的関係」 札幌保健医療大学保健医療学部  看護学科

・看護実践力を養う教育 田中　恵美子

・看護教育における基礎・基本とは何か 元学校法人駒沢岩見沢学園駒沢看護専門学校

・看護教育制度の歴史的変遷 印部　厚子

・現在の看護教育制度とその課題 元琴似看護専門学校

・看護教育制度の課題と展望

・教育課程とは 藤長　すが子

・看護学教育課程編成の考え方とプロセス 北海道文教大学人間科学部看護学科

・看護学教育課程の実施・評価 江原　美智子

元北海道医薬専門学校

菊地　ひろみ

札幌市立大学看護学部

前田　明子

元天使大学看護栄養学部看護学科

髙橋　順子

天使大学看護栄養学部看護学科

今野　美紀

札幌医科大学保健医療学部看護学科

須藤　桃代

北海道科学大学保健医療学部看護学科

宮島　直子

北海道大学大学院保健科学研究院

片岡　和江

勤医協札幌看護専門学校

・看護教育課程の編成の実際 藤長　すが子

・看護教育課程の課題 北海道文教大学人間科学部看護学科

江原　美智子

元北海道医薬専門学校

・授業の特徴と教員の役割 須藤　桃代

・教授・学習方法 北海道科学大学保健医療学部看護学科

・授業設計と授業評価 内ヶ島　伸也

・講義の指導案作成 北海道医療大学看護福祉学部看護学科

・演習の展開、演習の指導案作成 木津　由美子

・統合演習の展開 札幌保健医療大学保健医療学部  看護学科

山崎　公美子

日本医療大学保健医療学部看護学科

・臨地実習の展開 前田　明子

・実習指導案作成 元天使大学看護栄養学部看護学科

須藤　桃代

北海道科学大学保健医療学部看護学科

・教材研究

・模擬授業

・情報セキュリティ対策を含む情報マネジメン
トの基本　等

・自己表現能力を一層充実させる「書く力」の
実践

看
護
教
育
課
程

看護教育課程
演習

2 60
看護教育課程編成のプロセスを学び、
看護教育のあり方を理解する。

看
護
教
育
論

・既存の看護理論の実践への活用可能性と
限界を明らかにする。

看護教育
課程論

3 45
看護教育課程編成の基本的な考え方、
看護学全体の構造を理解し、看護教育
課程編成の実際を学ぶ。

看護教育・
制度論

2 30

ｅラーニング

ｅラーニング

3 90
看護教育における授業の具体的な展開
方法を理解する。

1看護教育の目的、内容、方法等の基
本理論を学び、看護教育のあり方につい
て理解する。

2看護教育制度の変遷と現在の教育制
度を理解し、これからの看護教育のあり
方について考える。

言語による表現方法の基本を理解し、
文章表現の実際を学ぶ。

・各看護学の位置づけおよび教育内容・構
成・特徴

1 15

1看護の概念、看護師の役割と本質につ
いて学び、自己の看護観を深める。

2看護の先駆者の足跡を通して、看護理
論の特徴と機能、実践への活用方法を
学ぶ。

1看護理論の実践への活用方法を理解
する。

2看護理論を活用し、自己の看護実践・
教育実践を評価する。

・自己の看護実践・教育実践に看護理論を
活用することを通して自己評価を行い、看護
理論の理解を深める。

【専門分野】

看
護
論

看護論 1 15

看護学の教授に
関する専門的な
教育の内容と技
術を学ぶ。

看護論演習 1 30

     集合＋Web研修

教
育
の
基
盤

教育原理 1 15
教育の本質の基本知識、概念及び必要
な理論を学ぶ。

教育方法 1 15
教育方法の基本知識及び必要な理論
を学ぶ。教育に係る一般

的知識・技術を学
ぶ。

情報通信技術 1 15

情報リテラシーの向上のため、情報社会
に対応する基礎的知識及び看護師等養
成所の組織運営に係る情報通信技術を
学ぶ。

教育心理 1 15
人間の発達と学習過程における心理的
な特徴についての基本知識及び必要な
理論を学ぶ。

教育評価 1 15
教育評価の基本知識及び必要な理論
を学ぶ。

文章表現法

・単元考察、単元の学習指導計画、学習指
導案作成

看
護
教
育
方
法

看護教育方法
演習

実習に関する授業・学習活動の理論を
理解し、実習の具体的な展開方法を理
解する。

1看護教育における教授・学習活動に関
する基礎的理論を理解する。

2授業の具体的な展開方法について理
解する。

看護教育
方法論Ⅰ

2 30

演習に関する授業・学習活動の理論を
理解し、演習の具体的な展開方法を理
解する。

看護教育
方法論Ⅱ

2 30

看護教育
方法論Ⅲ

2 30
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区分
教育
内容

科目名
単位
数

時間
数

科目の目標 科目の内容 担当講師

・各専門領域の専門性の明確化 片岡　和江

勤医協札幌看護専門学校

須藤　桃代

北海道科学大学保健医療学部看護学科

前田　明子

元天使大学看護栄養学部看護学科

榎本　有美子

夢ふうせん　東野幌保育園

・評価の目的と評価方法 等

・授業計画をもとに実施可能な評価計画の立案高橋　弘子

・授業評価及び評価計画の再検討 元北海道科学大学保健医療学部看護学科

・看護師等養成所の組織運営の基本

・看護学校の教育理念、教育計画等の理解

・看護学生の理解

・看護教育の展開と指導の実際の理解

・看護教員の役割の理解

「看護の動向」 山本　純子

公益社団法人北海道看護協会

「コミュニケーション能力」 佐藤　至英

北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科

「思春期・青年期の心理的問題と援助」 渡辺　誠

北海道大学大学院教育学研究院

「アカデミックコーチング」 坂東　奈穂美

北海道文教大学人間科学部看護学科

「経験学習からの成長」 松尾　睦

北海道大学大学院経済学研究院

「看護教員としてのキャリア発達」 須藤　桃代

北海道科学大学保健医療学部看護学科

「今後の教育活動の実践に向けて」 過年度受講生4名

ｅラーニング

ｅラーニング

看
護
学
校
組
織
運
営

看護学校組織
運営論

1 15
看護師等養成所の組織運営の特性と管
理のあり方を学ぶ。

看
護
教
育
評
価

看護教育
評価論

2 30
看護教育内容の評価方法を理解し、そ
の適用について学ぶ。

特別講義

・看護師等養成所の運営に関する指導ガイド
ラインの理解

・専門性を加味した教育内容及び方法の明
確化看

護
教
育
演
習

・看護教育における講義・演習・実習評価の
考え方

専門領域別
看護論演習

2 60
各専門領域別看護の教育内容、教育
方法について学ぶ。（選択制）

看
護
教
育
実
習

看護教育実習 2 90

看護教育の実践活動の場に参加し、看
護学生の理解を深め、看護基礎教育の
展開と指導の実際を学び、看護教員の
役割を理解する。

看護教育評価
演習

1 30
看護教育における評価方法の実際につ
いて理解を深める。
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１ 開催内容、応募・受講状況
応募者 応募率
受講者 受講率

・看護の動向 北村 和宏
高橋病院

・呼吸・循環フィジカルアセ
スメント

大山 隼人
市立函館病院
集中ケア認定看護師

・脳神経・腹部フィジカルア
セスメント（基本編・応用
編・事例）

十文字 英雄
市立函館病院
集中ケア認定看護師

・看護の動向 豊岡 裕子
森町国民健康保険病院

・災害医療の基礎知識 豊岡 晃功
森町消防本部

・看護の動向 松野 千代美
北海道社会事業協会小樽病院

・看護研究の基礎知識 神島 滋子
令和健康科学大学

・看護の動向 今井 由香里
北海道社会事業協会岩内病院

・アドバンス・ケア・プラン
ニング

山下 いずみ
江別市立病院
老人看護専門看護師

・看護の動向 勝見 真澄
市立札幌病院

・フィジカルアセスメントと
は
・フィジカルアセスメント(呼
吸・循環・脳神経・消化器）

山村 竜彦
市立札幌病院
クリティカルケア特定認定看護
師

・看護の動向
・看護管理の基本

浪岡 まさみ
札幌西円山病院

・スタッフ育成 土屋 和枝
札幌秀友会病院

・師長補佐の役割と実際
・グループディスカッション

佐藤 恵美
手稲渓仁会病院

・看護の動向 橋本 みどり
札幌北楡病院

・認知症・高齢者ケア 山下 いずみ
江別市立病院
老人看護専門看護師

・看護の動向 中川 千江子
天使病院

・看護過程 石川 幸司
北海道科学大学
急性・重症患者看護専門看護師

・看護の動向 白幡 まゆみ
市立美唄病院

・口空ケアの目的
・口腔ケアの基礎・観察・ア
セスメント

伊藤 郁子
砂川市立病院
摂食・嚥下障害看護認定看護師

・看護の動向 鈴木 瑞恵
あかびら市立病院

・歯科訪問診療と地域連携 萩原 亜津子
Office A

・看護の動向 田中 静子
プライムそうべつ

・西胆振地域の陽性者受け入
れ体制と当院の対応

荒木 大輔
市立室蘭総合病院
感染管理認定看護師

・病棟に合わせたゾーニング
と感染対策

松浦 英樹
伊達赤十字病院
感染管理認定看護師

支部担当研修会

歯科訪問診療と地域
連携

7/23 1 40
15
----
15

38
----
38

Ⅶ 支部担当研修（北海道委託事業）
※応募率：応募者数/定員(%)、受講率：受講者数/定員(%)    ※小数点以下四捨五入

No. 担当
支部 研 修 会 開催

期間 日数 定員 対    象 研修目的 科    目 講    師

フィジカルアセスメン
トを学び、シミュレー
ションを通して看護実
践に活かす

2 道 南 北
災害医療の基本的知
識

7/1 1 20
20
----
19

100
----
95

保･助･看･准
医療･介護関係
者

災害の基本的知識を学
び災害時の看護の実践
に活かす

1 道 南 南
フィジカルアセスメ
ント能力向上

7/1
¦
7/2

2 30
52
----
46

173
----
153

保･助･看･准
JNAラダーⅡ･
Ⅲ

看護研究に関する基礎
知識や全体のプロセス
の理解を深める

4 後     志
アドバンス・ケア・
プランニング

9/3 1 50
36
----
34

72
----
68

保･助･看･准 アドバンス・ケア・プ
ランニングを理解し、
日々のケアに活かす

3 小     樽 看護研究の基礎 8/5 1 30
35
----
33

117
----
110

保･助･看･准

看護実践の基盤である
フィジカルアセスメン
トを学び、日々の看護
実践に活かす

6 札幌第2 看護管理者育成
9/15
¦
9/16

2 80
63
----
57

79
----
71

看護師長・主
任・師長補佐
の任にある者
(2日間とも終
日参加できる
者)

看護管理に必要な基本
的知識を学び、部署内
の活性化に向けた方法
を見出すことができる

5 札幌第1
看護実践に活かす
フィジカルアセスメ
ント

10/12
¦

10/13
2 50

90
----
69

180
----
138

保･助･看･准
(2日間参加で
きる者)

認知症・高齢者につい
ての理解を深め、看
護・介護の質の向上に
つなげる

8 札幌第4 看護過程 8/24 1 50
38
----
34

76
----
68

保･助･看･准 看護過程の理解を深
め、看護実践へ活かす
ことができる

7 札幌第3 認知症・高齢者ケア 10/14 1 40
72
----
69

180
----
173

保･助･看･准
介護関係者

口腔ケアの基礎知識を
学び、患者に応じた看
護の実践に活かす

11 室     蘭
新型コロナウィルス
感染症の経験を通し
て

8/20 1 100
120
----
112

120
----
112

保･助･看･准
医療･介護関係
者

新型コロナウイルスの
経験を通して地域医療
のあり方を考える

9 南 空 知 口腔ケア 9/22 1 50
24
----
24

48
----
48

保･助･看･准
医療･介護関係
者

高齢者の口腔ケアの必
要性とケア方法を理解
し、地域での連携に必
要な知識を学ぶ

保･助･看･准
医療･介護関係
者

北 空 知10

（室蘭支部：次ページに続く）
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応募者 応募率
受講者 受講率

No. 担当
支部 研 修 会 開催

期間 日数 定員 対    象 研修目的 科    目 講    師

・当院の新型コロナウイルス
対応の現状～重症患者を経験
して～

平井 将啓
製鉄記念室蘭病院
感染管理認定看護師

・クラスター発生時の感染対
策と課題

加藤 美紀
日鋼記念病院
感染管理認定看護師

・看護の動向 中村 由香
苫小牧市立病院

・ACPの基礎知識
・ACPについて

大谷 直美
苫小牧東病院
緩和ケア認定看護師

・地域連携
・事例報告

澤田 真由美
苫小牧東病院
緩和ケア認定看護師

・看護の動向 三間 悦晃
静和会石井病院

・明日から現場で使えるア
サーティブコミュニケーショ
ン

上前   拓也
コーチングオフィス友歩

・看護の動向 岡 美由紀
JA北海道厚生連旭川厚生病院

・実践報告 多職種連携の実
際

土田 綾乃
JA北海道厚生連旭川厚生病院

・実践報告 多職種連携の実
際

荒井 真巳
東光ぬくもりポートサブステー
ションかぐら

・実践報告 多職種連携の実
際

今井 敦
神楽・西神楽地域包括支援セン
ター

・看護の動向 稲垣 壽美江
美深厚生病院

・自然災害発生時における名
寄市の災害対策

中村 義富美
名寄市役所

・自然災害発生時に求められ
る保健師の責務と役割

橋本 いづみ
名寄市地域包括支援センター

・DMATの活動について 津川 久仁江
名寄市立総合病院

・看護の動向 夏伐 加代子
留萌市立病院

・フィジカルアセスメント 石川 幸司
北海道科学大学
急性・重症患者看護専門看護師

・看護の動向 佐藤 由美
稚内市役所

・摂食・嚥下障害ケアの基本
を学ぼう

神野 朋美
名寄市立総合病院
摂食・嚥下障害看護認定看護師

・看護の動向 杉澤 紀子
小清水赤十字病院

・フィジカルアセスメントの
基礎について
・フィジカルアセスメントの
技術（シミュレーション）

彌冨 祐樹
北見赤十字病院
救急看護認定看護師

・看護の動向 工藤 妹津子
広域紋別病院

・看護師の視点での疼痛緩和
～薬物療法を基本に効果的な
ケアを目指して～

永山  恭子
広域紋別病院
緩和ケア認定看護師

・看護の動向 浜名 真由美
北海道社会事業協会帯広病院

・在宅療養支援における看護
連携

照井 レナ
日本医療大学 総合福祉学部 介護
マネジメント学科

12

自然災害発生時におけ
る地域の災害対策や起
こりうる健康問題、看
護職の責務や役割につ
いて理解を深め、地
域・医療機関・施設で
の看護活動について考
える

保･助･看･准
医療･介護関係
者

上 川 北15

アドバンスケアプラ
ンニングと地域連携

9/10 1 80
38
----
37

48
----
46

災害時の看護活動 9/10 1

室     蘭11
新型コロナウィルス
感染症の経験を通し
て

アサーティブコミュニ
ケーションについての
基礎知識や技術を学び
現場で活用できる

14 上 川 南
在宅療養支援のため
の地域連携を考える

10/1 1 30
21
----
18

70
----
60

保･助･看･准
介護･福祉施設
関係者

在宅療養支援のための
地域連携を考える

13 日     高
明日から現場で使え
るアサーティブコ
ミュニケーション

9/10 1 50
33
----
32

66
----
64

保･助･看･准
介護関係者

アドバンスケアプラン
ニング（ACP）の考え
方、実践事例を通して
今後の看護に活かす

保･助･看･准
医療･介護関係
者

苫 小 牧

16 留     萌
フィジカルアセスメ
ント

9/3 1 20
18
----
18

90
----
90

保･助･看･准 フィジカルアセスメン
トの基礎を学び日々の
ケアに活かすことがで
きる

30
28
----
25

93
----
83

摂食・嚥下障害ケアの
基礎知識を学び、看護
実践に活かす

18 北     網
看護実践に活かす
フィジカルアセスメ
ント

9/24 1 20
15
----
12

75
----
60

保･助･看･准
医療関係者

フィジカルアセスメン
トの基礎を学び、日々
のケアに活かす

17 稚     内
摂食・嚥下障害ケア
の基本を学ぼう

12/10 1 30
10
----
9

33
----
30

保･助･看･准

がんや様々な疾患に伴
う痛みの原因や、患者
からの訴えを効果的に
引き出し、適切な処方
とケアにつなげる痛み
のマネジメントを学ぶ

20 十     勝
在宅療養支援におけ
る看護連携

9/17 1 50
19
----
18

38
----
36

保･助･看･准
医療･介護関係
者（十勝管内
在住者）

個別ニーズに応じた適
切なサービスが提供で
きるよう、退院支援、
在宅療養支援が実践で
きる

19 遠     紋

看護師の視点での疼
痛緩和～薬物療法を
基本に効果的なケア
を目指して～

10/19 1 30
24
----
23

80
----
77

保･助･看･准
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応募者 応募率
受講者 受講率

No. 担当
支部 研 修 会 開催

期間 日数 定員 対    象 研修目的 科    目 講    師

・看護の動向 井上 操
釧路赤十字病院

・災害医療について
・災害時に求められる役割に
ついて

泉谷 勇
市立釧路総合病院
救急看護認定看護師

・看護の動向 佐藤 知美
標津町国民健康保険標津病院

・災害看護 泉谷 勇
市立釧路総合病院
救急看護認定看護師

１ 開催内容、応募・受講状況
応募者 応募率

受講者 受講率

・地域包括ケアのための看看
連携

長谷川 奈生子
函館医師会病院

・地域包括ケアのための看看
連携

保坂 明美
訪問看護ステーションフレンズ

・看護の動向 豊岡 裕子
森町国民健康保険病院

・認知症ケア 村上 千代子
森町国民健康保険病院
認知症看護認定看護師

3 後     志 リーダーシップ 12/3 1 50
35
----
35

70
----
70

保･助･看 リーダーシップを発揮
するための能力を習得
し、実践に活かす

・リーダーシップ 小野寺 美希子
札幌医科大学附属病院

・シンポジウム 地域連携 相澤 友子
市立札幌病院

・シンポジウム 地域連携 斎場   江里子
さっぽろ在宅医療クリニック

・シンポジウム 地域連携 森 明恵
来夢ライン訪問看護ステーショ
ン

5 室     蘭
仕事に負けない身体
をつくろう！

7/2 1 40
22
----
20

55
----
50

保･助･看･准 質の高い看護を行うた
めに、リラクゼーショ
ンの方法を理解し、ス
トレスマネジメントを
機能させ、心身の健康
を保持増進する

仕事に負けない身体をつくろ
う！（ピラティス・セルフ
マッサージ）

平野 慎太郎
介護老人保健施設 北湯沢温泉い
やしの郷

6 日     高 認知症ケアの実際 11/12 1 50
41
----
36

82
----
72

保･助･看･准
医療･介護関係
者

認知症の基本知識及び
ケアの実際を学び、看
護や介護ケアに活かす

認知症ケアの実際 菊地 弥栄子
大谷地病院
認知症看護認定看護師

・高齢者・認知症について
・せん妄について

福島 恵美子
北見赤十字病院
認知症看護認定看護師

・高齢者・認知症者を尊重
したケア

川合 理絵
網走厚生病院
認知症看護認定看護師

・事例検討 太田 くり
北見赤十字病院
認知症看護認定看護師

支部企画研修 

通院、訪問診療を受け
ながら生活している療
養者の情報共有、支援
を知り、実践に繋げる
ことができる

7 北     網
認知症高齢者ケア
（基礎編）

8/20 1 30
34
----
33

113
----
110

保･助･看･准
医療･介護関係
者

認知症の理解を深め、
適切な看護を学ぶ

4 札幌第４ 地域連携 6/11 1 50
36
----
34

72
----
68

保･助･看･准
医療･介護関係
者

病院、訪問看護事業
所、介護関連施設等
が、互いに役割や専門
性を理解し連携できる
関係を構築する

2 道 南 北 認知症ケア 11/18 1 20
6
----
4

30
----
20

保･助･看･准 せん妄の基礎知識を理
解し看護ケアに活かす
ことができる

1 道 南 南
地域包括ケアのため
の看看連携

8/20 1 30
20
----
19

67
----
63

保･助･看･准
医療･介護関係
者

Ⅷ 支部企画研修
※応募率：応募者数/定員(%)、受講率：受講者数/定員(%)    ※小数点以下四捨五入

No. 担当
支部 研修会 開催

期間 日数 定員 対    象 研修目的 科    目 講    師

災害看護の理解を深
め、災害医療と看護の
知識を習得する

70
----
68

70
----
68

保･助･看･准
医療･介護関係
者

災害時における看護職
の役割を学ぶことがで
きる

22 根     室 災害看護 11/19 1 60

21 釧     路 災害看護 9/10 1 100

39
----
38

65
----
63

保･助･看･准
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令和 4年度 委員名簿 

認定看護管理者教育運営委員名簿 

    委員長 土屋 和枝 

坂上 真弓 玉井 留理子 千葉 ひとみ 原口 眞紀子 

矢野 理香 中野 りか 山本 純子 小野 博子 

北海道看護協会教育委員名簿 

   委員長 遠藤 佳子 

赤澤 淑恵 長谷川 峰子 乘松 奈穂美 齊藤 ひとみ 

城石 陽子 奥田 厚子 家保 美恵子 村上 和世 

岡田 由紀    

※令和 5年 3月末現在 
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